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　「あの時の私たち」（終戦に當りて思ふ）の発行にあたって
　県北における女子教育の重要性を痛感する地元有職者の熱意と、初代校長の理想と情熱によって、本校は、明治四十四年、私立一戸実修学校として発足し、その後、大正七年一戸郡立実科高等女学校、大正十五年岩手県立一戸高等女学校と校名を変更し、昭和二十二年、学制改革により岩手県立一戸高等学校となり、爾来、幾度か年号も変わり、八十五年の星霜を重ねて今日にいたっております。
　県北地区及び青森県南地区と、広範な地域の教育振興に寄与して、数多くの有為な人材を輩出しました。女子教育機関として確固たる地位を打ち立ててきた本校は、入学志願者の倍増、学級増に伴い、昭和十七年、時あたかも大東亜戦争へ邦をあげて突入の真最中、戦時の財政の苦しい状態ではありましたが、校舎増築、寄宿舎改築、校庭拡張が行われておりました。勿論、工事の進捗は順調でありませんでした。生徒は勤労動員として招集されており、こうした時代、毎日、残った生徒の作業教育によって校庭拡張事業が行われておりました。作業衣に地下足袋、スコップをもって師弟一体の校舎、校地整備により、昭和十九年一月完成しました。その後、さらに戦時色が強まり、勤労奉仕や挺身隊で学業もままならず、数々の苦難を経験して終戦を迎えました。
　昭和二十年十月、第八代松崎節郎校長は、四年生の生徒に「終戦に當りて思ふ」という作文を書かせました。それが、本校に大切に保管されておりました。戦後五十年を迎えて、平成七年度卒業生が情報処理の授業時間、ワープロを使用して印字し、それを「終戦に當りて思ふ」を書いた卒業生に送付して、公表の承諾をえ、十月二十一日(土)～二十二日(日)の文化祭(桜陵祭)で発表することになりました。
　このたび、平成七年度生が卒業するに当たり、教育基本法の序文(昭和二十二年)「われらは、個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成を期するとともに普遍的にしてしかも個性ゆたかな文化の創造をめざす教育を普及徹底しなければならない。」との決意を新たにいたしまして、平成七年度卒業生が昭和二十一年・昭和二十二年卒業生と交わした手紙等も併せ、「あの時の私たち」(終戦に當りて思ふ)第一部・第二部として発行することにいたしました。「あの時の私たち」(終戦に當りて思ふ)の発行にあたって、ご協力を賜った関係各位に深甚なる謝意を表し、挨拶といたします。
  「私達の一戸高女時代」
私たちは、大東亜戦争の始まった翌年の昭和十七年四月に入学しました。在学中修業年限が改まり、半数の人は終戦の翌年四年制で卒業し、残った人々は、一年後の三月、五年制の最初の卒業生として学び舎を巣立ちました。私たちの入学した年から一学年二学級(百名)でしたが、入学早々の一学期から、校庭造りのモッコかつぎ、英語は「敵国語廃止」ということで授業に無く、テニス、バレーボールもみんな外国のスボーツだからと止めになりました。制服もセーラー服は、入学した当時だけ。活動着にモンペ姿、肩から防空頭巾を下げ、下駄履きといういでたち。今の高校生には想像もつかない恰好で通学したものです。
　戦争は日ましに激しくなるし、授業は中断が多く、三学年がやがて終了しようとする十九年十二月に、私たちにも、学徒動員の命令が出ました。背申のリュックサックは前屈みになるほど重く、両手にもまた、底が地につくほど物の詰まった手提げを持ち、動員先の仙台へ。職場は、飛行機の部品を作っている工場でした。
　寮は、市内のもと料亭で、私たちはここで起居をともにしました。うら若き乙女たちは、変わった環境や食料不足のため、病気になる人も多く、家から送られてくる小さな小包からは、途中で中身が抜き取られている始末でした。小包の中味は、干餅や干柿、味噌で味つけした煎り豆等で、一つの小包の中味を部屋の友だちとお互いに分け合って、ボリポリと、わずかに空腹を満たしたものでした。
　工場への往復には軍歌を合唱、今思えぱ、雨に濡れたらヘタヘタになりそうな戦闘帽(陸軍兵士の制帽)をかぶり、「勝つまでは」と、それなりに燃えたものでした。いちばん辛かったことは、穴のあいた長靴(新品は売っていなかった)から惨み込む冷たい雪溶け水、そして、霜焼けでふくれた昆の痛みでした。コタツもなく、一部屋に一個の火鉢を皆で囲み、炭火に冷たい手をかざすのが精一林で、昆を温めるすべはありませんでした。仙台でも度々空襲警報が出て、その度に地下に掘った防空壕に逃げ込んでは、互いに真暗な中で手を取り合い、「死ぬときは一緒にね。」と、悲愴な言葉を交わしたものでした。
　ある時、避難の途中、川のむこうに焼夷弾が落ち、すさまじい轟音に、腰を抜かした人もいました。友にいくらせき立てられても、立ち上がれないという、一生に一度と言っていい経験でした。寮では、踊りのお師匠さんも働いていて、空襲のない時に時たま披露して下きる舞踊りに、私たちは、感嘆の目を見張ったものです。学徒動員の命令が下ったとき、身体検査に不合格となった一部の人たちは、ぜひ連れて行って下さいとせがむのを、先生から懇々と論され、これもひとつの仕事と、学校に残って、留守部隊となりました。
　学級増加のため、生徒たちの懸命な作業で、せっかく拡張した運動場も、畑として耕され、そぱや犬豆が蒔かれました。出征兵士の留守家庭に勤労奉仕、保育所へ助手として手伝い、冬の間は稲わらを重たい槌でトントンと打って縄ない、竹細工、等々、労働に明け暮れても、これが私たちの留守を守る勤めだと、一生懸命でした。
　終局はますますきびしく、朝の通学列車にも、毎日のように、出征する兵隊さんが乗っており、三月に入ると、顔見知りの福岡中学校生徒も、志願兵として、一人また一人と出征してゆくのでした。「生きて帰って!」と、汽車の見えなくなるまで、ホームで見送ったものでした。
　奥中山にあった、軍馬の食糧を増産するために作ったじゃがいも畑の、行けども行けども、広かったこと。それでも、作業の帰りには、少女らしく、鈴蘭の花を摘んでは、汽車で移動中の兵隊きんに、所望されるままに、さしあげたりもしました。一方、仙台の動員先では、二十年七月九日、突然、帰校命令がでました。それも、今日中に荷物を片づけて寮を出よというのでした。何が何やら分からぬまま、各自リヤカーで荷物を長町の駅まで運び、夜行列車に乗り込みました。
　ただし、一戸町の人だけ切符の都合がつかず、十日に帰ることになったのですが、仙台を発って間もなく仙台大空襲の情報が耳に入り、残った友だちと先生の安否が気づかわれ、立ったままの車中で、全身凍るような思いにふるえながら、ただただ無事を祈るのみでした。その日の空襲では、幸い寮は焼け残り、残った全員は無事だったのですが、それを知った時ほど嬉しかったことはたりませんでした。後でわかったことですが、会社では、仙台空襲の情報を無線でキャッチし、若い学徒をまっさきに解雇、帰郷させたとのことでした。
　七ヶ月間の共同生活でしたが、同じ釜の飯を食べ、肌と肌のふれ合い、苦労も楽しく過ごした青春でした。今のように、あるいはまた私たちの上級生方のように、楽しかるべきバザーもなく、まして修学旅行などあるはずもなく、十四才から十八才まで、戦争とともに過ごした学生時代でした。
　終戦の翌年、前に書ましたように、半分は卒業、半分は五年生に進みました。
　まだ世の中は混乱が収まらず、卒業式には、苦楽を共にした友との別れがつらく、これが一生の別れかと思うほど、泣いて悲しみました。
　五年に進んだ人々は、ザラ紙にガリ版刷りの教科書(?)で、勉強をしました。初めての英謡で、「スリーバタフライズ」を習いました。」通学列車はヤミ屋と故
郷に帰る復員軍人で満員、汽車の窓から出入りするような混乱ぶりでした。戦争が終わっても作業はなくならず、奥中山へ唐鍬をかついで開墾に通いました。作業中水路で飲んだ水が消毒臭かったのですが、翌日場所が代わって上流の方へ行ってみたら、その水路で、馬の足の消毒が行われていました。またある日は、刈り取った草木を焼いていると、回りの笹に火がつき、皆で慌てて消したこともありました。また、未の松山まで、肥桶（肥料）をかついで運んだこともありました。それを、隣の蚕業試験場(現在学校敷地)に駐留していたアメリカ兵が、不思議そうな顔をして見ていたこともありました。それでも、今振り返ってみますと、戦後のこの時期は、けっこう楽しい青春でした。束縛から解き放れたように、クラブ活動に熱中し、秋には運動会が復活し、日帰の修学旅行で、松島の人大堂や、人けの無かった頃の平泉へ回りました。
　明いは卒業という日、五年間の起伏の多かった思い出を、それぞれ短歌に託しました。そして私たちは、国語の先生の、「五年(いつとせ)の学びを終えし乙女らの行く手はるけく、神も守(も)りませ」の歌に送られて、まだ混沌とした戦後の社会に、巣立ったのでした。
「あの時の私達の年表」
一九四四　三　二〇　卒業式を動員先の工揚で行う。卒業生五九名。
一九四四　六　　一　岩手県立一戸高等女学校後援会会則改訂。
一九四四　六　　四　県立一戸病院開院式
一九四四　七　一八　東条内閣総辞職
一九四四　七　二〇　盛中、福中生徒、神奈川県の軍需工場に動員きれる
一九四四　八　　四　学童集団疎開始まる
一九四四　八　　五　父兄会・後援会総会(視閲、分列行進のあと)
一九四四　九　　　　四年生四六名、神奈川県川崎に勤労動員。日畜工場で電波探知器生産作業。
一九四四　一〇　二五　この頃、松根油増産のため、町内会、生徒など動員される。
一九四四　一一　二四　勤労動員先の一戸高女寮、空襲に遭い、怪我人が出る。現在もなお寮養中の者がいる。
一九四五　三　一〇　東京大空襲・盛岡駅前空襲一九四五　三　一四　決戦教育措置要項により、国民学校初等科を除き原則として四月から授業停止となる。
一九四五　五　七　ドイツ無条件降伏
一九四五　五　二二　戦時教育令公布(全学校・職場に学徒隊結成)
一九四五　五　二六　川崎の勤労動員先より卒業生帰着。「全員元気旺盛」と、当直日誌に記載。
一九四五　七　　七　勤労動員解除きれる。
一九四五　七　一四　釜石市艦砲射撃される
一九四五　八　　六　広島に原爆投下
一九四五　八　　九　長崎に原爆投下
一九四五　八　一五　終戦の大詔放送、太単洋戦争終結
一九四五　八　一六　全生徒招集習築。大東亜戦争終結の校長訓話。
戦争末期の公簿焼却のために資料は皆無に近い。一九四五　九　八　女学生の安全・保護のため、一戸高女校舎に国民学校初等科四年以上の男子、四・五年の女子児董が入り、一戸国民学校校舎に高女生徒が移る。
一九四五　九　二五　一戸に駐進軍入る国勢調査七,一九九万人。一戸町五,二二五人。九月から、軍国主義教育の排除指令、次々に出る。
一九四五　九　二五　一戸町に進駐軍五〇人駐留決定(県蚕糸一戸桑園建物)につき、女学生の安全のため、校舎使用に関し、視学官・校長・町有志協議する。
一九四五　十　十四　校長、三・四年生「終戦に当たりて思ふ」の作文を書かせる。
一九四五　一一　一九　進駐軍、一戸より撤退したため、国民学校との交換教室を復元する。
一九四五　一二　一七　選挙法改正で婦人参政権与えられる
一九四六　　三　一九　卒業生送別文芸会。
一九四六　　三　二〇　第二〇回卒業式。卒業生六六名。
一九四六　　四　一一　学年延長、五年制となり一学級増加、九学級となる。
一九四六　　五　　三　極東国際軍事裁判
一九四六　　六　一○　進駐軍来校視察、教育について指示
一九四六　　八　二六　列車の遅延・運休多く、通学用バスまたはトラックの運転方を、陳情する。
一九四六　一一　　三　日本国憲法発布
一九四六　　一　一○　第一回県下女子校連合音楽大会(盛岡国民劇場)に出場。選ばれてラジオ放送に出演。
一九四七　　一　二八　トラック転覆事件。生徒一名死亡、一五名重軽傷。職員三名重軽傷。
一九四七　　三　二〇　第二一回卒業式。卒業生四九名。
  終戦に当りて思ふ
  四年東組　Ｕ．Ｕ
　あの時は勝つ迄はと、土と汗に塗れながら何事にも飲まず休まず働いた。又或る時は暁迄は、必ず勝つぞと勇ましく歓呼に送られながら、遠い仙台に張切って兵器増産に参った事もある。考へますればあの頃、あの時が早や三ヶ月の過去に懐しく思はれてならぬ。
　我々一億が火の玉の如く空と海陸に燃え込んだのであるが、あの憎らしき米英の大物量、文化的敵國に対しては我が知恵もどうする事も出来ず、残念ながら唯感激の涙と共に八月十五日O時に於て畏しも天皇陛下御躬から、軍務、臣民、に降伏せる御勅語を御下し遊ばされたのでございましたが、私たちは胸の裂ける様な思ひ、とても止まらず涙を無理に押し止め、その瞬間さびしき終末の行末が強く強く頭髪に傳はる。私は何考へる力なく我々日本は皆小さな島國に一致團結して何處迄も大和民族を亡ばさぬやうに護り、互に相扶け合って行かなければならぬと思った。日が立つにつれていよいよ國体護持となり、私達は此の敗戦國に於てどんな道を歩み教養を積んで行かねばならぬかと、誰もが考へる事である。私達學徒である以上は何處までも先生方の導きの下に從ひ知らず知らずの間に文化的教養を積まねばならぬと思ふ。又家にありて家長始め相睦まじく一日、一時刻を樂しく過したい。
　そして一日の樂しみを反省する事に依り自分の心を磨きそしてこれから第二の建設に立つ我らは、何處迄も耐へ難きをしのんで一日も早く平和である新しき日本を作りたいと思ひます。
  終戦二当タリテ思フ
  四年東組Ｕ．Ａ
　皇紀アル三千年以来、今マデカツテ一度モ負ケタ事ノ無イ日本国ハドウシテ負ケタデアラウカ?ソレハ、此ノ間、小笠原先生ノオシャッタ通り日本ニハ、日本國民ニハ大東亜戦争ヲスルニ當ッテ、敵米英ノ「深慮」「遠謀」ノ見方ガ、アマリ浅カッタタメ、日本ハ負ケタノデアル。
　ダガ相手ガ勝ッタカラ日本デハカナシム。又日本ハ負ケタカラ米英ハヨロコブト、云ウ様ニシテハ、イクラ戦勝國トシテモダメダト思フ。勝ッタカラ共二タノシミ共ニカナシミガナクテハ、米英デモ、文化ガナイト思フ。日本デハ「日露」戦争デ勝ッテタ時、互ヒニ喜ビ互ヒニ悲シミ、大和精神デ以ッテヤラナケレバ、イクラ勝ッテモ何ニモナラナイ。ソコカラ行ケバ、日本ハ負ケタトシテモ、マダ勝ツ見込ガアルト私ハ思ヒマス。
一、東久迩の宮首相内閣決定。
一、陸海軍の将兵復員。
一、敗戦によって満洲、朝鮮、台湾、樺太等に日本から行って居た人達が、故郷に來るため食糧の不足を感じた事。
一、帝國主義が民主主義によって政治、教育も変はる。
一、東久迩の宮総辞職したこと。
一、新内閣決定。
一、東久迩宮敗戦の終結をおへたこと
一、日増しに敗戦國になったと云ふことが判ったこと。
  終戦に当たりて思ふ。
　四年東組　Ｔ．Ｏ
  敗戦國となり、此のやうな有様になって、今迄の日本が何処に行ったのだろう
と考へたくなる、私達は、敗戦終結の詔書を中心に利己主義を打破り、邪心をなくして共同精神、眞心を持って、人々に接っし、此れからの新日本を建設をして行かなければならないと想ひます。停車場に行けば、そしてあの乱雑な所を見れば、すっかり日本が敗けたと云ふ感じを持たせる。他國よりも、科学の衰へてゐる日本は、他國の長所を取り入れ、自國の短所を退け、今迄に見られなかった、日本となるやうにしなければならないと思ひます。食糧不足に際しては、一層農工作業に従事し、平和國家再建の爲、一生懸命務めなくてはならないと想ひます。
  終戦に當りて思う
  四年東組　Ｍ．Ｏ
　終戦に當つて私は思ひます。終戦後約二箇月間の中に、私達日本國民の心はどう変った事でせうか。汽車中でのお客様の話もいろいろとまちまちです。(一)或る人は、このやうになってしまつたから、今の中に方々へ出かけて食糧を集めて置かう。

(二)或る人は、これからは心を一層ひきしめて第二の新日本を打ち建てて行くのに協力しやう。
(三)或る人は、どこかで買出をして来たのでせう。
　リンゴを山程持って、乗車して居り、その上、今度何処とかへ降りて、又何か見つけて行かう。
(四)或る人は、これからはどんどん家庭用のものも出廻るだろうから、なくならぬ中に買ひ集めて置かなくては………。
　この様にいろいろまちまちです。お米や豆や麦等を闇で買ったのを、誇って聲高に話をして居る人や、煙草を衣類と取りかへたから、貴方も煙草をほしかったら、私みたいにしたら、とすすめて居る人。
　こんな事で第二の新日本を打ち建てて行けるだらうか。
　こんなインフレな状況の中でそれを平気でしゃべったりして、と思ひ、私はつくづくと情けなく感じました。
　私の家へ東京からの罹災して来て居る人がおります。
　その人達は四人家族です。その二十三になる人は、この間、東京の会杜が解散になる為に、その解散式に行ってこられましたが、その人のお話によりますと、東京の若い女の人が、アメリカ人にチョコレートやガムをねだったり、腕にぶらさがったりしながら歩いたりして居たそうです。私の従兄はそれを見てて「もう駄目ですね。東京の女の人は。」と父に語って居られました。
　比の頃になって、食糧問題が随分と逼迫して来ました。外地から帰られた人や復員してこられた人がある為もありませうが。農産物の不作という点もある事と思ひます。上野駅では、二日に一人の割合で、お腹がすいて死ぬ人があると新聞に出て居ました。私達は配給の他に、南瓜とかキャベツとか代用食にするものがあるでせうが、東京の人達は、それがないのだと思ひますと、可哀さうです。
　今、私達にもどんぐり採集の割當が参りました。私が二升五合、福岡の女学校へ行ってる妹が三升五合、高等二年の妹は五升隣組の割当が二升五合です。まだ一粒も取っていないので困って居ます。
　この前の日曜日は薪とり、今日は杉の葉とりに行きながら見ましたが、どんぐりは一個もありませんでした。朝日山の上の木も取りつくしてあって駄目でした。どんぐりは霜が降りてかさがとれてからでないと、いくらやっても粉にならないのだそうです。それまで待って居たら、五合も取れない事でしょう。割當は是非完了しなければと思ふと困ってしま居ます。父は「ないものは仕方がない」と言われますけれど。もうぢき「いなご」も出る事でせう。國民の身体が弱って行くから、「いなご」をうんと取って、貯蔵して置かうと思ひます。この間の新聞も種々の葉の食用化の事が記事に出ていました。桑、ハシバミ、栗、柿、藤、笹、などの
葉を乾燥。粉食にすると言ふ事でした私もこれ等の中、どれかを試してやろうと思いひます。どんなに食糧不足とは言ふものの、このやうな山の中、山へ行かなくても何かしら食用代りにするものがある事と思ひます。衣類も困難になりました。佐藤先生も言ひました。「今年はあまり厚着をせず清潔なものを着し、できるだけ薄着をするやうに」と。
　今までの戦いでは國と國との戦いでした。
　こんどは國民と生活との戦いです。しつかりと皆手を取り合ってこの苦難を戦い抜き、新日本を築き上げませう。
　これが私達の重大使命です。
　卒業してからは大いに食糧増産につとめようと思って居ります。
  終戦に當りて思ふ
  四年東組　Ｕ．Ｋ
　家それは連綿たる日本國の今日を築いてゐた。　私達の祖先は太古に於て氏として其の氏の長に従ひ、氏員総て一つ心となって大君に盡して来た。
　実に家は、我が國構成の根幹であった。家族制度の美点が明治以後の我國の隆昌を来し、其の缺点が又今日の未曽有の敗戦をもたらした。即ち私達の家族制度はあまりに家族本位主義であり、自己の家族のみの隆昌を謀り、その結果他の家族をしりぞける独尊的、排他的な人間となってしまった。日本氏族の優越性のみを妄信し、その結果日本は、ナチス、濁逸的な又、ユダヤ的な存在となって支那侵略に乗出したのが今日の徹底的敗戦の出発であり、而して二十世紀にあるまじき神掛的迷信と科学を無視し単なる精神力、それも何等実行のともなはぬ、にくみ依存せし事が敗戦の結果である。
　又、日本民族は嚴格と温順一貼張の融通のきかない不能率的のみを瞭然としりながら改正もせず、悠長に構へてゐたのが今日の敗戦の結果である。
　これからは、少々低ひ温順でなくてもアメリカの良い所を実行し能率的に新日本建設を図らなければならぬ。
  終戦にあたりてを思ふ
  四年東組　Ｋ．Ｋ
　昭和十六年拾式月八日、あの大詔喚発せられてから四年間、私達は、國の為勝つ為にと言って一生懸命に汗水流し働きに働きました。そうした今、此の今迄、四年間大切な学業を休み作業に、勤労に念を入れて働いたのも何の効果もなく水の泡となってしまいました。
　それを思ふと、もうくやしくてくやしくて仕方が有りません。ただまう、東條さんを初め各内閣等も目かくしされていたような気がします。と言って、させられて居ったのだと思います。
　新聞を見ても、ラジオを聞いても、もう次から次へと心配の種だけ書いてあるもんですから、本當の所を言えば、もう見たくも聞きたくもないです。新聞が舞い込んでくれば

アア?今日は何がどんな事が書いてあるのかなあと思って、つい見たくないとは言いながら取って見てしまいます。やっぱりこれも、心配から起こるものでございませう。今後これからの日本と言ふものは、どうなっていくのでせう。新聞紙上を見れば、次の事がらが書きつらねてあります。
　(一)、天皇制を廃止せんか、等と書かれて有りますけれど、本當にそんな事ができるのでせうか。幾等敗戦國とは言え、そんな事ができるのでせうか?
　(二)、「全警察部長を罷免、特高警察廃止政治犯人釈放」等と書いて有りますけれど、全警察さん達を辞めらかしてしまったなら、まあ、その他の巡査さん達がしっかりして下さいますでせうけれど、人民がらんぼうなんかして困ることがないでせうか。どんな、心をもって居る人が有るかわかりません。
　(三)、第一に、食糧がたりないと言ふ事が書いて有りますけれど、それは、何度も目の前に見てたしかだと思ひます。食糧増産にも一生懸命働いだのですけれど、急に戦争終結となって、兵隊さん達が帰り、急に人がふえて、食物が不足して人数が多くなったのですから、けっきょく食糧不足となってしまひました。もう配給も來なくなったなら私達はどうしませう。そんなことを考えれば、私も餓死者の一人にはいるのかと思へば、もう悲しくなってしまいます。ドングリや粟を沢山拾って、少しでも多く食べ物をたくわへて置かなければならないと思ひます。
  終戦に当りて思ふ
  四年東組Ａ．Ｓ
　先ず第一に負けた口惜しさが何につけ、かんにつけ口惜しいと発声される。でもそれは私達一人一人が努力がたりなかったから、こんな情けないことになってしまった。こうなってしまった以上これからは、すべて私達が意志を強くもって、再び日本を建設しようと思ひます。今は、マッカーサーの指令のもとに、動いて居るものですが、精神は斯様なものではない。平和に自由にと云はれ、態度は戦前から見て少し崩れるけれども、心の底には赤誠の念がまだまだ燃えて居る。私は、この心を永久に、今の小さい子供達にように、この気持を伝へたいと思ふ。窓の下を通る米兵を見ると憎らしい。でも彼等は、戦勝國としてはおとなしい。私達は、それに応じて笑ったりしない様にしたいと思ふ。私達舎生は分散して自炊や下宿の生活をして居るが、早く又、元の舎に帰りたいものよと、寝ても起きても、あの舎の鐘が思い出される。日本は今食糧に困って居る。なぜ他國から輸入出来ないであらうか。勿論賠償金のせいもあるだらうけれども、大和民族は一人も餓死させたくない。私達は今はゆうふくに暮らして居るが、東京の方では、ましてしんどいさうです。それを思ふとやっぱり勝たねばならなかったと思ふ。今年は雨がふって食糧は駄目であるが、皆これをがまんして生きなければならない。ましてマッカーサーは初のうちは、よいと思って居たが、この頃は、だんだんきのどくなって来た。まして恐れ多くも天皇廃止に至っては私達は死んでも、この世がひっくりかへったってなるものぢゃないと思ふ。「よけいなおせわだ」と私はマッカーサーを憎んで居る。私は米兵の進駐が早く行ってしまえばよい。すると宮城の御寫眞も拝されず、本当に口惜しくて、せめて天皇陛下を今まで通り、私達臣民の統一を仰ぎ、宮城の御寫眞位は拝させて戴きたいと思ひます。
　又これからはどんなひどいことをされるかと思ふと、うんざりして来る。
　最も身近に感ずるのは女の道とでも、いひませうか、心の鍛練として、お花やお茶を習ひたいと思ひます。
　どんぐり拾ふのも国民を一人でも多く助けるのだと思ふと、じっとして居られません。明日行きます。
  終戦に當りて思ふ
  四年東組Ｋ．Ｓ
　八月五日、正午、天皇陛下御躬ら、御放送あらせられた御勅語を拝聴致した時、
私は闇のどん底にでも落ちていく様な感じで、たゞ涙がとめどもなく落ちて来た。昨日までは「勝利の日迄」と作業を頑張り続け、或いは、歌を歌ったりしてゐたのに、敗戦にならうとは夢にも思はなかった。何といふ事であらう。
　正午の御放送は、確かに戦争終結のお言葉であった。私の心は、もう落着かずそわそわして、仕事は、一向手に取らうとしなかったのである。私達が、動員で兵器工場で働いた事等は、もう何一つ役にたゝなかったのであらうと思ふと残念である。けれども、一生に得難い、又他の人達には、なかなかできない団体生活をした事だけでも、自分の爲になっただらうと思はれる。
　私達が、働いたと言ってもほんの少しである。兵隊さん方は、今まで戦場で戦ってゐた人達だが、続々と帰って来るのを見ると、今までの戦争は、我が國が敗戦となったのだと考へさせられる。そればかりか、聯合國の兵隊が、どしどし進駐してくる。此處には来るとしても、一年に二,三回位だと思って居た所が、十八日に五十人位の進駐軍が来たので驚いた。進駐軍の爲、私達は今まで勉強して居た校舎には入れず、國民學校の校舎をお借りしなければならぬ。けれども、まだ進駐軍の爲に學校に出て勉強して居ない者も、澤山ある様なお話を聞くと狭いとか、不便だとか云って居られなく、かへって幸福だと思はねばならぬ。私の家は、二戸から一里位入った所にある。學校に行く時は居ないが、帰りは何時も米兵が居る所の前を通らねばならない。始めは恐ろしいので一杯であったが、今はそんなでもないが毎日四人揃って二人づゝ並んで歩いてゐてる。此處には、米兵二人と巡査一人居て自動車が来ると何を運んでゐるかよく見てから通す。こんな事を見ると敗戦といふ國は、何といふ情ない事であらうと思はれる。けれども一戸にはまだ暴行をしたといふお話がないが、これからどんなになる事か安心は出来ない。新聞を見ると、上野駅で餓死してゐる人もあり、又失業者も多いと云ふ様な記事があるし、縣内の盛岡でさへ、豆ばかりの配給という有様、私達は一日もぼんやりとして居られない。少しでも多く食糧増産に励まなければ、多くの人々をたゞ餓死させてしまふだけである。これからは、外地に行ってゐる兵隊さん達も澤山帰って来るから、ますます餓死する人が多くなるであらう。一日でも早く、この餓死する人々を助ける様にして上げたいものだ。私は、その爲、何を食べてもよい、又どんな苦しい仕事でも働かう。もう我が國は、敗戦したのだ。考へれば考へる程悔しい。なぜ敗戦となったのであらう。國民一人ひとりの力が足りなかったのであらうか。それならばなぜ降伏したといふ前の日まで「必ず勝つ」「決戦は本土にあり」といったであらうか。それより「もう本土に近くなった、しっかりした心構で働かなければ敗戦國となるから、もっと働け、良い兵器を作れLと云はなかったであろう。それで國民の中には「そんなに働かなくたって我が國は必ず勝つ」と思ってゐた人々も少なくなかったであろう。その爲、敗戦國となったと思ふ。敗戦國となって反省させられる点もあるが、やはり残念である。これらは、もう食糧増産に力を入れなければならぬと思はれるが、考へれば考へる程仕事は手につかない。警察部長はやめさせ、団体行動は一切とるな。武道もしてはならぬ。あれもいけない。これもいけない。今まで日本でやってきた事のすべてを廃止して、今度は自由主義的な事ばかりさせる事であらうかと思はれる。
　もしそうなったとしたら、此の日本といふ國は、どんなに乱れてくる事か。畏れ多くも「天皇を廃止せんか七千萬暴徒と化せん」等とよく新聞に書かれたものだ。もし御廃止となったなら、七千萬の日本人は暴徒を起こさない者があらうか。三千年の歴史をもつ日本帝國は幾等敗戦となったのかも知れぬが、どうしてそんな事が出来るであらう。敗戦となったのも上に立つ人々が、自分の事ばかりを考えて國民には目かくしをさせていたから、この様な状態になったと思ふ。
　敗戦となった後には愚知を云っても仕方がないが、あの可哀想な戦罹者の人々を早くどうにかしてやったらよいのに、また餓死する人々にも食べさせる食糧を、どうにか早く考へてくれたらいいだろうにと思ふ。何時の新聞を見ても息詰まるような新聞ばかり来るようだ。私達の教室からも宮城の御寫眞をはづした其の時には、本當に涙が出そうであった。これからは宮城遙拝も出来なくなるのではないかと思ふが、これだけは何時までも續けていきたいものだ。それから四大節はどうなる事であらう。もう我が國は、何で建って行くであらう。十月十一日の新聞にも「自由か統制か農業立國か商工か」等と大きく書かれてあった。本當に何で立って行くであらう。私達は、本當に眞暗闇の世界におひ出された様に思はれる。
  終戦に當たりて思ふ
  四年東組Ｍ．Ｓ
　東亜建設の戦いは、遂に終戦を告げた。中途にて終戦の大詔は発せられた。思えば八月十五日あの時は、本当に恐ろしかった。誰一人とて、又病床に身を横たへて居る私とて溢出づる涙は、おさへきれなかった。身動も出来ぬ私はベットの上にて暫らく物思ひにふけった。終戦後、米軍は、直ちに本土へ進駐してきた。身動きも出来ぬ私は、進駐軍の話を聞く度に、身振るいする程恐ろしさを感じた。又同時に敗戦國の悲しさを通感した。敗戦となった以上、米國の自由を聞かねばならぬ。科學の進歩した米国には、到底叶ふだけの余力がなかったであろう。或る時、ふと思い着いた事が有った。「病室の中の病人の様に、室内の事は知る事が出来るけれど、室外の事は知る事が出来ない。」実際から見て私はそうで有った。日本もこれと同様ではなからうか。いはば鎖國同然の様に私には考えられた。敗戦國再建の為にはどうして行ったら良かろうか?又、此食糧難は…。自由主義、民主主義とは、根本的、どう言う事を言ふのか。終戦後における毎日の新聞を見るにつけ、聞くにつけても、同情深きものが有った。此寒さと、飢えとに、死の道を辿り行かねばならぬ。同胞達は、どの様に此敗戦をうったへて居る事でせう。日本再建の為に、「科學の進歩」、「食糧危機を突破する」、「國民教育」、此三点ではいでせうか。私は今後此三点に力を注ぎ、日々を暮らして行き度いと思ひます。
  終戦二當リテ思フ
  四年東組　Ｔ．Ｓ
一、終戦となり、戦争の犠牲者となられた英霊に對して申訳なく思ふ。
二、日本の科學の水準を痛切に感じ、これから立つて行く私達は、もっともっと科学知識を向上せしめ、世界一とも云はれる様な科学國となる様、努カしなければならないと思ふ。
三、まだ夢からさめず、闇取引を盛んにしてゐる人が少なくない。これを、徹底的に止めさてたいものだと思ふ。
四、陛下の赤子たる私達は敗戦國とは云ふものの何處までも大御心を、拝して、冷静、沈着な態度で進んで行かなければならないと思ふ。
五、進駐軍を、目の当たりに見て、しみじみと敗戦の悲しさ苦しさが身に泌みて名状し難い氣持ちに打たれた。
六、新日本建設とはいふものの、母たるべき女性の精神が、しっかりしてゐないと、立派な建設は、望み難いと思ふ。
七、この敗戦は、今まで眠って居る日本の國民を、目覚めさせてくれたのである。これからは、堪へがたきを堪へしのんで明るく強く生き抜かなければならないと思ふ。
八、終戦と同時に益々食糧の缺乏が叫ばれてゐる様である。私達は、出来るだけ、食糧増産に協力致したいと思ふ。
九.進駐軍の為、不自由をしのんで國民學校で勉強しなければならぬ私達は、どんな苦難の道も、のりこえて、世界に類のない日本女性とならなければならぬと強く強く感じた。
十.學徒たる私達のこれからの責務は、益々重いものだと思はれる。私達は、この事を肝に命じて立派に學徒の本分を、尽さなければならないと思ふ。
十一、此の頃、いろいろの方面が取り止められ、日、一日一日と、敗戦の悲しみが強くなつて来るけれども、私達は、我慢しなければならないと思ふ。
  終戦に當りて思ふ。
  四年東組　Ｋ．Ｔ
一、　自分の働き方が、充分でなかった事を残念に思ふった事。
二、くやしかった事。
三、ドイツの人が、日本が負けた事は、幸福だ。勝ってばかゐるのは不幸だと言ったさうですが、私達も一つの試練をあたえられたと思います。
四、米軍の進駐。米軍に郷土の土をふませるのも敗戦國の情けなさ。
五、学校の四時間授業も進駐兵のためで、これも敗戦國の學徒の情けなさである。
六、一日としてまけたなけなさを忘れた事をはない。何かにつけて不自由な
事があればなほ一層さう思ふ。
七、敗戦國となっても、又考え様によっては、新日本建設の新しい道を与へられたと考えてもよいと思ふ。
  終戦に當りて思ふ
  第四学年東組　Ｈ．Ｔ
一、　聖戦の為に貴い血潮を流し、玉砕した兵隊さん達の霊をなぐさめるために生まれたかった、国民の一人として、新日本建設のために、再起しました。
二、日本の勝利を信じて、大きな希望もすてて、よろこんで死んだ特攻隊の方々にほんとうに申し訳なく思った。
三、花も雷の若櫻と歌はれ、皇国の一翼をになって、一生懸命働いた事を思ふと、もっと、しっかり働けばよかっと反省させられる。
四、敗戦を聞き一度は夢のやうに思ったが、このやうに進駐を見ては、夢でない事がはっきりした。人の話には、東京の方の食料の事について困ってゐるやうであるが、こんなことを聞くにつけて、ほんとうに敗戦のくるしさが身じかに感ぜられる。敗戦したからには、米國の文化がいやおうなしに入って來る。この時にあたり、もつと、科学的な生活と教養のある、どっちにも動かされる事の出来ない日本女性として生きなければならない。
　終戦に當りて思ふ
　四年東組Ｍ．Ｔ
　去る八月十五日、天皇陛下の大詔を拝してより、今までの考へをここに書き並べて見たいと思ひます。
　(一).日本が敗戦したと聞いたときは、唯呆然として、日本がこれからどうなるであろうかと、なんとも云えへない気持ちがした。
　(二).戦争に負けたから、すぐ米兵が上陸して来るだらうと思って居りましたら、二十八日まで上陸しに来なかった。盛岡に上陸したと云ふ流言も発した。物事が少しでも変化すると流言が発しますが、私はこのとき色々な事をありもしない事をえらそうに、さも時局の事を知っているやうに云ってゐ時、反感を感じた。
　(三).戦争終結とラジオの発表のあった時、なぜやめてしまっただらう。聞けば未だ飛行機もあると云ふのにと、不思議に思ひましたが、だんだんラジオ、新聞等で敗戦した訳がわかった時は、天皇陛下のありがたさが、身に沁みてどうしても日本を再建しなければ、と私も国民の一人としてと覚悟新たに致しました。
　(四).日本が敗戦国となったと思ったら、仙台に動員して迄、働いたのにと思へば清けなくて、行かなければよかったと思ったりする。が、これも時の運かと考へると何でもない。動員されてよかった点もあった。
　(五).日本が敗戦した時、私は勝てる見込みがなかった様な気がした。戦争が終結してから、新聞等で今迄の日本人の心は物事を深く考へなかった。それで今のやうな事が起こったのだと書いてあった時、なるほどと思った。世の中は、すべて広く見、深く考える事が大切である。
　(六).米兵が進駐して来た。始め憎らしくて、顔をそむけたいやうな感じがした。人の話では、何事も米人は能率的である、と聞いた時は、日本でも、これはまねべきだと思った。相手の長所をとり短所を除くやうにつとめる。そして、反省をする。これこそ日本のあるべき姿と思ひます。
　憎らしい憎らしいでは、さっぱり進駐させて、かへって相手を怒らすばかりですから、気をつけなければならないと思った。
　(七).日本が敗戦したのは、科学の力が足りなかったからと聞いたが成程と思った。日本の女性は科学の力がないさうである。家庭の柱ともなるべき女性が科学の力がなくては立派な子を育てる事ができない。やっぱし女にも教育が大切であると痛感した。
　「女は学問がいらない。学校に入ると理屈だけ覚えるから」とこんな事を云ふ人があるそうですので、こんな事を云はれないやうに、努めなければならないと思った。
　(八).一戸に米兵が駐屯するので学校はお休みと聞いた時は、くやしいやら、悲しいやらで仕方がなかった。やうやく外の作業も終わり時間割もできて、これからあと少しだけの四年生、生活を送ろうとしてる時だったから、なほくやしくてなりませんでした。時間表が出来て、一週間も勉強してゐないのにと思へば悲しかった。
　(九).堪へ難きを忍べとは、このやうなものであらうかと思った。私達はどこまでも堪へ難きを忍んで不便な國民学校で我慢をし、國民学校の生徒にも迷惑をかけ申訳ない。
　(十).これからは民主主義とか、さけばれて参りました。いくら米國の命令でも悪い事は出さないと思いますが、私達は飽くまでも日本女性として、善悪をよく考へて進みたいと思ひます。そしていくらでも、日本再建に役立つやうにつ.とめたいと思います。
　(十一).これからは、自由主義をかぶせられても善悪を考へ、相手の長所をとり、もの事をよく考へ、自分をよく反省して日常を送りたいと思います。いつかは又日本も再建するでせう。その時こそは眞の日本浦安國でありたいと思ひます。
　私の終戦の思ひは以上です。
　終戦にて当りて思ふ
　四年東組　Ｙ．Ｎ
　一.第一に進駐軍を見てしみじみと、敗戦国のみじめな姿が眼に痛い程感じられた。
　二.これからも、ますますいばらの道が續くであろう。
　これに、應ずる大の忍耐力を養はなければならない。
三.食料の迫って来た事に、感づいた。これからどうなるのであろうか、身の上が心配だ。
四.平和な国に立ちむかへるのだろうか。
五.いつもきりきりとした態度が欲しいと思う。
六.終戦をきいて、国民が心をゆるめた様に思はれる町に、今迄は誰一人として、衣裳をべさべさして歩く人がなかったが、比頃は多くなった。
七.日本の兵隊さんとアメリカの兵隊を比べて、ほんとにだらしがないなあと思った。人とお話するに物食べながらしている私は、びっくりしました。
八.民主主義が我が国に合ふであろうか。こういう事を耳にしました。ある農家に進駐軍が行って何時迄にりんごをとって置いてくれと云ったので、「はいはい」と云って引受たがいざその時間になって進駐軍が来て見て、かんかんにおこって行ったそうです。アメリカでは一たん約束をやぶると一生交際しないそうですと、こうある人がお話しされました。
九.地味は味方だ、おごりは敵だ、といふ事があります。これを、固く守らなければならない。
一〇.まめに働け質素に暮せ。
　終戦に当りて思ふ
　四年東組Ｔ．Ｈ
一、日本は、今科學で敗戦國になったといふ。これからは、小さい子供の内から科學心を養わなければならないと思ふ。
二、日本は、今だかつて、敗戦國の経験がないので、こんなにもくやしいものであるのかと思った。
三、もっと、もっと、家庭教育をしっかりしなければならないと思ふ。
四、敗戦國となって始めの内は、さほど思わなかったが、今はとても、くるしいやうに思はれる。五、私達國民は、もっと、もっと、荒地等を開墾して、食糧増産しなければならぬと思ふ。
六、新日本建設にあって、私達の体を丈夫に鍛へ上げなければならないと思ふ。
七、國にては、神道を行はれなくなったので、家庭に於いて、敬神崇祖の念んを強く植えつけなければならない。
　これからはますます食糧が不足してくる。家では、畑があっても人不足なので、毎日、人を頼んで働くので、學校を卒業したら、私も一生懸命に働いて食糧増産に励みます。
　終戦二当リテ思フ
　四年東組　Ｔ．Ｈ
一、戦争は終わった。
　三年八カ月の大東亜戦争は、終了したものの我等が祈った平和ではない。
　夢にも及ばない敵側が、要求する無条件降状によって訪れる平和だ。それが日本にやって来たのだ。昭和二十年八月十五日突如として此の事を知ったのだ。
二、鳴呼開國以来三千年皇紀有る今日終戦、敗戦となつた此の日本。私の小さな胸は、張りさけんばかり仕事も手に付かず物を考え込んだ。
三、終戦以来夢の如く、早くも二ヶ月過去となったのだ。これから一体どうなるのだろう。
四、二ヶ月過去となった今日、敗戦の苦しさは日毎に増すばかり。或同胞は、餓死者で倒れる考は、数少ないものでなかろう。又浮浪者達は、ぶらぶらと夜になれば駅に集まって来る等と聞いて居るが、実に可愛そうな哀れなものではないかと、胸を打たれるのです。
五、新聞に、こんなみじめな姿を発表するのに、政府でどうにかしないものだろうか。これも、大変な事でせうが、私達の少し豊富な人達から食物・着物少しでも数集まれば、山となるのですから、集めてやってはどうだろうか。此の日本には、餓死者まで出してしまったのだ。残念だ口借しい。
六、アメリカ兵は一戸まで進駐し、自動車で道を走らせて居ります。学校への登校下校の際、合はない日は有りません。最初は取って食はれる様な気がした上に、くらしいが、一面珍しさの余り後姿を振り返って見る事も少なく有りませんでした。又軍隊は悪いとか、宮城を拝してはならぬのとか、良い事が悪い事となりほんとうに情なくなる。今時、何となろうとしかたない。
七、あれも、これも廃止とこれから行先がどうなるのだろうとつくづく考えられる。
八、何故こんな日本に導いたんだろう。この理由は或一人を恨むより、一億一心軍官民共の誠足らんより、各々、自分でなくて誰に責任が有るだろう。
　負ける瞬間まで「勝利々々」明けるにつけ、暮れるにつけ思わぬ者は、唯一人無く、この勝利はどこえ去った事でせう。泣かぬ者は泣かったに相違無い。
九、私達は世界一大強国と云われる英国と争ったのだ。良く良く考えなくてはならぬ。余り浅く見過ぎ、アメリカは、すぐ弱るだろう等と大東亜戦争勃発以来約四ヶ箇年続いたのだ。
　日本は武には負けないが一億精神一心でなく、物量不足のその上、科学のなさで負けたのだ。今日以来の戦争は武だけが、強くても戦争は勝利を得られるものではない。始めて皆綜合して皆綜合戦力によって勝利は得られるものだと身にしみた。
十、又今戦争が、勝利となった場合を假定すれば世界の強国を亡ぼしたのだ。勝ったのだと国民の気持は、弛
みだらけて、又戦争となっても、何に日本は、どこにも負けないものだと心に入れ一億一心実力を捧げて戦う事を失われるとも限らない。ここで今更負けて言のもおかしいが、敗戦と云う苦しみを胸に抱き、皇紀三千年の歴史を維持する日本を再建設しなくてはならぬのだと思ふ。
十一、敗戦の苦しみは、日増す毎に増す事は、目の前に今日こそ忍び難き道を歩み続けなくては生きる道はない。
　どんな事も負けた日本将来を望み、しっかりしなくてはならぬではないか、思えば思えば悲しい事だ。
十二、今後将来たる母國は、余程しっかりして家庭教育に努めなくてはならぬが、毎時間習ひ、残る短き月日を勉強に、頭を遭進させ、日本再建設の為、力を注がなくてはならぬと思って居ります。
　終戦に當りて思ふ
　四年東組　Ｉ．Ｍ
　日本は皇紀二千六百年をもって、敗れてしまった。あの八月十五日。夢にも知らなかった。
　遂に日本は敗戦国となってしまった。何事をするにも勝利の日迄、勝利の日迄と歌ひながら、元気を出して仕事をして居ったが、私達の働きが足りなかったのか、とうとう勝つ事が出来ずに敗れてしまった。
　併し、日本は飽く迄も正しい迪を行って来た。敵は規則を破って、勝ったのである。それを考へる時に、私は悔しくて悔しくてなりません。
　「失敗は成功の元」と昔から言い伝へられて居るやうに、過去を反省し、悪かった処を直し、今後からは二度と再び失敗をせぬやうに頑張り、必ず必ず成功すると思ふ。
　樂しい中にも緊張し、油断する事なく最後まで頑張り、新日本建設に頑張る覚悟です。
　何年後にかは、必ず必ず勝利の日を迎へる事が出来ると思ふ。
　終戦にあたりて思ふ
　四年東組　Ｋ．Ｍ
　忘れもしない八月十五日、否わすれる事の出来ない十五日。畏くも御聖断・・・・。
　勝戦が為に生きて来た私達、だが私達を待っていたのは茨の道であった。
(一)、ラジオ新聞によりますと天皇
廃止と言ふマックワサー指令が出ているが、日本國民否天皇の赤子として、あくまでも天皇を載き、新日本を建設したいと思います。
(二)、十一日七時の放送で大学教授滝川行達氏が何故日本が敗戦したか?一つには教育のあやまり、また軍國主義であったと放送された。自由主義民主主義が指令されているが、すっかり自由主義、民主主義になりきってよいのでせうか、そこには目に見えない軍國主義が必要でないかと思います。
(三)、敗戦した今日、食糧と戦はなければならない。家は旅を渡ってあるく職業なので、北海道へ帰らなければ畠畑と言う畠畑もない。
　卒業したならば、弱い母を相手に、こつこつと畠の仕事をし、食糧戦に勝たうと思っています。
　敗戦に當たりて思ふ
　四年東組　Ｋ．Ｍ
　昭和二十年八月十五日、「今日は、重大放送があるさうだ」と、勤労奉仕に出かけた母も、少しお晝に早目に、帰宅した。親子、隣近所の人々が澤山集って、玉音の間に間に皆ひれふして居ったが、
無音の儘一人又一人と、何時の間にか、姿を消した。夢にも見る事の出来ない敗戦なのだ。遠い遠い夢ではなく、現実なのだ。然し、私達が生きて居るのに、敗戦だとは。じっくり考えて見れば、我が大日本帝國は國体護持の御精神の元に、涙をのんでの降伏なのだ。確信なくして戦ふ事は、ないだらうか、日本は大東亜戦を始めるに當って、科學戦に於て、又、物量に於て、対抗出来ると確信あっての戦争だったであらうか。今迄戦って来た幾多の戦争自体が総て、敵に劣って居た。初めに勝利を得たのは、一に國民「一致団結」天皇帰一の精神発揮に外ならなかった。色々の良い文句は、はり出された。我等學徒は、正しく戦線に直結する内部の戦線であったのだ。だが、學徒出陣も敵よりは立遅れだった。ガダルカナルの戦の時より、後退に後退し、とうとう沖縄まで敵の手をゆだね、いよいよ本土空襲を連續されたのだ。作戦だ、作戦だ、とばかり信じて、いよいよ八月が決戦だと日々頑張って来たが、本土が戦場となって、兵器生産が、敗れて、戦争に勝ち得るはずもない。七月に到っては、科學戦を物語る原子爆弾を落とされたのだ。科學を、或は物量を誇る敵アメリカには、幾ら、一致団結したとて、及びもつかなかったのだ。一億一心どころか、一つ心になる事すら、出来なかったのだ。
　闇を闇を、内職を内職をと、非國民が少なくなかった。如何に日本人が利己的であり、私欲に馳られて居たのであったが。一億が特攻隊の気持になれなかったのか。情ない、悔しい、悲しい、申譯ない。敗けてから、始めて、自分の姿を見るのでは、遅かった。東條さんも悪い事は悪いでせう。然し、各自の奮闘が、足らなかった為に、神は日本人に対し、試練を給ふたのだ。と、考えるより外にないのだ。「アメリカの鬼」の言ふ通りにならなければならない。しかし、これも仕方がない。上御一人の大御心を御察し申し上げる時、私達は、悔しい情ないからとて、屈しては居られない。現在は、こうして居るか、今後どうなって行くのであらうか。食糧にせよ、失業者にせよ。或いは、インフレ、次から、次から、苦難が、おそいかかる、敗戦國の惨めさ。最もお気毒なのは、戦災者である。中には、親も、兄弟もない子供もあらうに。上野駅頭に、さまよひ歩く戦災者をどうにか、私達と、同じ生活を、させていただく事が出来ないであらうか。米軍は、一戸にも進駐して居る。これから、教育方針も改正になる事であらうに。良き日本人を作り上げるには、どうしても家庭教育にまつより外にはないのだ。家庭に於ける主婦の任務の重大さ、太平洋より更に大きく、大宇宙にまたがる大空の様だ。仇打ちは、教養を高め、自分を立派にする以外にはないと思ふ。
　終戦に当たりて思ふ
　四年東組　Ｙ．Ｙ
　忘れもせぬ八月一五日。
　その日は、私達日本人の胸に深く印象づけられた降服の二字であった。
　鳴呼、ついに聖断は下されたのでした。君ヶ代奏楽の後、玉音をもって私達にお諭しなされた事を、私は放送後もラジオの前を離れず悲憤の涙にくれたのでした。続いて日本のすみずみ迄も米軍が進駐し、帝都には連合国軍最高指令官が控へ、毎日の新聞にあるような事を命令して居ます。
　二、三日前の新聞にはおそれおほくも天皇廃止の事がのって居ります。
　なんと云うことでせう。それから宮城の御寫眞もおがまれなくなった事など、日一日と敗戦の惨めさがひしひしと身に感じてまゐります。
　たとえ御寫眞をおがまれないにせよ、心のおくにしまいこみ、毎日の修練にいそしまふと思います。
　今迄の日本の弱点をすて外國の良い点を取り入れ、これらをよく学び新日本建設の一員とし、又学徒としての本分を全うしようと思ひます。
　終戦にあたりて思ふ
　四年東組　Ｍ．Ｏ
　八月十五日正午重大放送があるといふのでラジオに耳をつけて聞いてゐた。
　畏くも天皇陛下の録音によって御放送があった。
　それによれば、米英支ソに対して、我が國は無条條降伏をしたのである。
　昭和二十年八月十五日を以って、とうとう我が國は敗戦したのである。今までは第一挙國としてゐた日本も、敗戦し第四等國に落ちてしまった。しかし、私達日本人は力を落としてはいけない。今までよりも更に働かなければならない。食糧もつまり、餓死する人も非常に多いようだ。来年度当りは、もっともっと食糧もつまる様子である。此の町にも進駐軍がきて町を悠々と歩いてゐる。それを見ると本当に口惜しくてならない。
　昨日から又女学校に移って勉強である。隣は進駐軍のいる試験場である。私達は心をしっかり持って、何をするにも落着いていなければいけない。
　終戦に當りて思ふ
　四年東組　Ｒ．Ｎ
　想へば八月一五日忘れも出来ぬ戦争終結の日であった。
　畏れしうもあの玉音放送を耳にした一時
「何故」と叫んだ。
　涙は押え難へ泉の如くとめどなく流れ落ちた。私達の努力が足りなかったのか?痛感せざるを得なかった。毎日諸先生方から「貴女方の努力如何によって勝利を得るんだ」と教へられ、励まされていた。努力、努カ!!
　私達の努力と思った瞬間私の胸ははりさけるばかりだった。
　時は刻々に移り、首相宮内閣が成立した。國民の誰しも安心した事だらう。そして敗戦國ながらも日本に生まれた有難さをしみじみと思う時、眼は涙でうるんでくる。新聞紙上では終戦後少しの暴動はあるらしいが、一事件位のもので、外國に比べたら、混乱騒動と云ふ事もなく和やかに、静かに、これがまた世界に類のない敗戦の仕方である。けれども、この頃は愈々私達も敗戦の悲しさが身近かに感じるやうになった。
　終戦後の日本は平穏では有ったが敗戦の衝動が静かに動揺し、回転し日一日と姿を変へて来た。やがて首相宮内閣総辞職の時となった。また一つ多くの心配が湧いて来た。こんなに力強く思っていた宮様が、辞職するなんぞは夢にも思っていなかった。日本には、もうこれ以上の明治維新当時の腹の座った、肝っ玉の大きな人物が居ないのかと思ふと情ない。もうなんて云ったら良いのか、何時も感じた事のない、名状し難い気持ちだった。學徒私達は、こう雙肩を担ひ、反省懴悔して、再建日本のいばらの道を切り開き、將来の進路再建の第一歩を踏み出したい。だが進駐軍の命令通り守らねばならないと云ふ事が頭にこびり付いて、苦になって仕様がない。「邪魔物だなあ」これが吐息の種だ。やむを得ぬ敗戦國の至らなさだ。私達はこの忍び難きを忍ばなければならないのが當然である。
　宮城のお寫眞を教室からはずされた時、私は云ひ知れず涙が頬っぺたをつたわった。
　どんな命令が出されやうとも勿論守る事は守るが、一路再建日本を目指して歩む覚悟だけは、びくともせず進んで行くのだ。國体護持どうして、この三千年の皇紀ある歴史は汚されよう、かつ尊い祖先の霊、鎮まる郷土をかりそめにも汚すやうな事は有ってはならない。
　私達はやがて家庭に入りましたら、今まで通りの日本の教育はすたれるやうな事はなく、必ずや、家庭教育で植へつけて行き、將来、役に立つ人物を一人でも多く育成するつもりだ。やがて日本も幾百年の中には、明るいどこまでも発展する新日本が生まれるだらう。私はこれだけを望んで努力を続けたいと思ふ。
　終載に當たりて思ふ
　四年東組　Ｍ．Ｈ
　私達は、敗戦國になろうとは、思はなかった。敗戦下に於ける私達の生活は、まだ敗戦國と云はれないが、だんだん日を送るに従ひ目に見える事だろうと思います。東京付近の餓死といふのも多くなって来た。
　東北に居る私達は、そうならない中に働き一生懸命食糧増産に勤めようと、いつもさう思って居る。家庭に於ける私達は、勉強より働く方といひますが、働く方も大切ではあるが又、勉強はましてや大切である。この戦争は科学で負けたとさへ云はれて居る。必ず科学を進歩させなければならぬ。これからは米國のものが、多く入る。その入った中でもよいものを取り、悪いものは捨てるといふふうになる。科学にしても米國にまさる勉強をしなければならない。
　一層心を入れかへ新日本の建設につとめやう。第一に私達の心はどうなって居るか。米兵を見る度に、日本の國はどうなるかと思ふと、憎らしくてたまらない。
(一)、警察部長は止めさせられ、後に残る人は、全部米兵の人の手で指導され、國家的でなく個人的になるだろう。
(二)、戦争は間違ひだったとは、本当だろうか。私は今の今まで間違ひだとは思って居なかった。かへって大東亜を建設するだろうとばかり思って居た。私達が女学校に入り、勉強せず働いたのだが負けたとなったなら、私達の働きが十分でなかったのだろう。
　わざわざ仙台にまで行ったかひも、あの職場で働いたかひもないのです。動員生活は、又平和とそんなに変らなかったと思へば、働ひたとはいはれずかへって会社生活をしたとなるだろう。
　私達に忙しい程の仕事を、どうして与へてくれなかったのであろうか。十分に与へるやうであったら決っして負けなかったのである。もっと、もっと兵器生産につとめたかった。
　学校に帰っても、その通り食糧増産に一生懸命働いたが不作でその上、進駐軍が隣に駐屯する為に、学校は十日も休みソバもなんでも昨年の何分の一だったろう。早ければ、どうにか出来た事だが種にもたりない位ではないかと思ふと、食糧に困るのも無理はない。これも負けたとは思っても不作だけが一番くやしい。
(三)、学徒は、今後形式的な学問を「一擲、一藝、一能」に秀でた実力本位の勉学を行なはねばならないと強調したお言葉をよく実行にうつして、必ず文化的日本を建設しよう。
　これからの新日本は、文化的、精神的になるやういつも祈って居ります。
　教科書も全部改訂だが、いついつまでも大和魂は忘れず個人主義になろうとどうなろうと昔の日本を文化的につとめやうと思って居ります。
　終戦に当たりて思ふ
　四年東組　Ｈ．Ｈ
　ああ、過ぎし悲しい現実、昭和二十年八月十五日、正午そして遂に聖断が下った。私はラジオの前にて玉音を聞きし時、唯々呆然となりて、仕事が手につかなかった。唯、悲しさ残念さで一杯であった。
　私は乱心たる心を静々する為、裏の緑の牧場に行った。草木は何事も知らず青々と伸びてゐた。
　この悲しい現実にこれからの日本は、立ち向かはねばならぬと想えば、今迄勝利の日を固く信じて苦しい事もがまん致し今日迄やり抜いて来たが、私の夢は成就する事もなくついに裏切られた。三千年前の光輝ある日本、私達は夢としか考えられなかった。夢であって呉れば良いと望んで止まらなかったが、現実は現実で仕方なかった。刻一刻と敗戦の苦しみが、私達の目の前に近づいてくる。
　だが私達は、この敗戦の苦しみを何時迄も嘆いてゐても仕方がない。一旦、かくなる以上は今迄の事はすつかり忘れ忍び難きを忍んで明るく、そして生き生きと暮らさねばならぬと思ってゐます。そして表面はあく迄も白痴に心は脈々と、つながる祖先傳来の大和魂を捨てる事なく時の来るのを待たねばならぬと思うてゐます。敵は卑怯にも原子爆弾を使用したが、又日本でも眞珠湾攻撃を行ったが、思へば正義の日本は、なぜあの時、卑怯な眞似をした事だろうとしみじみ想ふ。軍國主義を日本よりすつかり取り去ろうとしゐるが、あ々憎らしい米兵よ…と想ふ前に私は東條首相を憎む方が強かった。
　十九年の十二月五日、私達は、晴の動員が下り張り切って行った。ここに七ヶ月間、工場で兵器増産に励んで来たが、ここに遂に戦いは終わった。七ヶ月の動員生活は唯無駄であったとも云へるが、しかし、かたはら無駄では無いとも考えられました。会杜内に於て前の校長先生始め「こんなだらしない工場は始めてだ」とおつしやられたが、確実であった。私もつねづねこれではいけないと想った事もありました。こんな状態で戦に勝ったもんでは大変だと想った。ついに事実となって表れた。
　政府では、何してゐるだろうか。選挙等は盛んに行っても中に国民に実行してゐないが、政府のやり方は全く不平でならない。あの可愛想な羅災者又幾萬人の餓死等してしまふ人が沢山有るのに、どうして助けないのか。一寸のむずかしい事もあろうがそれにしても…と思ふ時は度々にあっては一人で憤慨してゐます。私達は、今迄政府に目隠しされたと同様に考へらせられる。一番私は気の毒に想ふのはお国の爲、犠牲者として、はなばなしく散ったあまたの戦士者又特攻隊員であります。『たとへこの身は南海の地に果てるとも幾年時の春を想へば』この歌を想ひ出すと私は、唯々お国の爲犠牲となり散った特攻隊員皆様がお気の毒でお気の毒でなりません。
　草場の影にて、この現在の日本のお姿を見たときは…のお顔を予想してとどめもなく涙がハラハラと落ちた。東條首相一人責めた所で仕方がない。国民全体の責任があると想ったりてして、私にも責任があると思ひます。終戦に当たりて感じた所は大体以上です。
　終戦に當たりて思ふ
　四年東組　Ｈ．Ａ
　終戦の詔書を聴く時は、感激のあまり、意味ものみ込めなかったが、放送員の説明によって明きらかにされた「ポツダム宣言」の受諾くやしくてならず、がっかりした。
一、大東亜戦争の犠牲となられた特攻隊の方々、又、空襲に依ってなくなられた人、傷つきし人、ほんたうに申し訳なく済まない気がする。
一、戦争が終わり、しかも敗戦國といふ汚名。当町のやうな所にも米兵の進駐を見るにつけ茨の道を歩む惨めさを、しみじみ思ふ。
一、再建日本に努力し、物資は最小限に節約、時間を守ってこれからの生活をしたい、と思ひます。
一、貯金は、何時でも役に立つものであるから、無駄使いはせず貯金をするやうに心がけたいものと思ひます。
一、今まで東亜の盟主として迎がれて居た日本、それが、敗戦國となったのであるから、諸國の人々が可哀相である。
一、祖先の歩んだことのない苦難の道、この道を、平和日本の姿にするまで、あらゆる忍苦の生活を営むのが、私
達の務である。
一、新聞や、ラジオを通して、私達は「知識を世界に求めなければならない。」それには、文化の水準を、もっともっと高めなければならない。
一、米兵進駐のために、私達はいま國民学校で勉強して居る。母校で卒業式をすることが出来ないのかと思ふと、一寸、くやしいやうな気持ちになる。
一、しかし、平和への道は遠いのであるから、我慢しよう。
一、内閣がたびたび変わり、どの人を信頼していいのか、こんがらがってしまふ。
一、これからは、開墾作業が、ますます盛んになると思ふ。厭はずやる所に、日本人の根強さがある。
一、私は、どうして日本には、こんなに闇が流行するのか、その原因がどこから出てゐるか不思議でなりません。汽車通學をして居ると、國民道が守られていないことが分りますので、悲しくなります。
一、敗戦後、二ヶ月、かうして見ると敵であった米國に學ぶ点も少なからずあると思います。
一、敗戦となり、比島での日本兵の暴行、ほんたうにあつたのかと耳や目を疑いたくなる位です。
一、敗戦となった以上は、仕方が無いので、気持ちを明るく持って、刻一刻と平和建設に邁進しよう。
　終戦に当たりて思ふ
　四年東組　Ｋ．Ｏ
　忘れ得難い、昭和十六年十二月八日、朝だった。
　戦線の大詔が渙発あらせられ、眞珠湾攻撃を胸に高鳴らせて、萬才を叫んだ姿が、瞼の裏にありありと想ひ浮かぶ。陸に、海に、空に、續々と上るあの大戦果。
　我が皇軍の目覚ましい活躍を見る度、聞く度、必ずや、米英を撃減せずんば止まぬの、必勝の信念を硬く硬く誓つた事を、何で忘れられよう。
　大東亜戦争始つて以来、四年余りにもなり、艱難辛苦をもろともに、奮闘した、かいもなく、戦争終結の、大詔を拝し奉るに至つた。
　大東亜を建設しようとした、日本はとうとう滅びたのだ。
　これから、新日本建設へ邁進せねばならぬ。せまい本土で人口が多い為、食糧が不足となって来る。前よりも沢山の土地を開墾して、食糧増産に一人残らず励まねばならぬ。
　聯合軍が進駐し私達の前途は、日一日と茨の道が重なり行くのだ。軍國主義を廃止し、白由主義を飲み込ませようとする。ああ敗戦國の悲しさ、一層身に泌みて来る。再建日本は、女性がしっかりしなければならぬ。子供の教育に、体育に、科学に、力を入れ、剛毅な子供を作り上げるには賢母であらねばならぬと思ふ。
　終戦に當たりて思ふ
　四年東組　Ｔ．Ｏ
　戦争勃発以来、北に南に、大戦果をあげたわが将兵…がはかなくも、今は敗戦の現實。
一、北は樺太千島、南はジャワ、ニューギニヤ、濠洲、それから満洲、支那、廣範囲に於いて、我が將兵が奮闘、北に南に戦果があれば勝ち喜び、又思はしくなければ作戦だと言ふ。
　世界に比すれば狭い國ではあるが、先ず廣い國内で地位を占めてゐるのであるからして、自分のやうな平凡な考へでは、ないんだと政府を信じてきた。
　初めは、数知れず南の島を占領、あんなに占領地を有してゐるのだからして、私達が将来、満州か、支那か、南洋かなとさへ望みを樂しみとしてゐた所が、ガタルカナルより一方に押されきみ、押されて押されて作戦、とさまざまな例を上げて何處までも國民に心配をかけさせまいとしたのでせうか?ついに沖縄決戦そこも駄目、今度は本土決戦、が、今は敗戦國。
一、必ず勝つ勝つと、あまりにもたやすく勝てるやうに言ひ散らしたのが、この敗戦を導いたのではないのでせうか、なに勝つにきまってゐるんだ。三千年の長い伝統、曽って敗けた事がない。勝つ勝つ、と國民が信じ、どうせ勝つんだものと、國民一人一人が、最全力をださなかったと、私はさう思はれる。これも又政府が、國民に國の危状を知らせなかったからだと思ふ。私自身がさうであった心が、こう云ふ事とは夢とは知らず、今更陛下に対して申し訳がたたない。
一、國民一人ひとりに責任があった。今は誰が悪いのではなくて、私一人が悪かったと思ふより仕方がない。『國民にあまり、心配をさせまいとした事』かも知れないけれども、前にも述べた如く、あまりにも政府が、國民にかくしすぎた。今まで幾度なく、大戦果があったが、新聞紙上にアメリカ側の今大戦の艦艇の損害は、私達に想像より少なかった。
　日本の数をきいて泣かずにはをれなかった。
一、精神には米国などには、優ってゐるけれど文化におくれている事。
　米国にとっては科學の力が戦勝を導いたと思ふ。科學の力が、おとっていた事が先づくやしい、と言ったってしかたがない事。自分が悪かった。わたしに科學の頭がなかった事(各自責任)
一、スパイが多かった。
　空襲をかへり見れば先づ第一スパイ戦、科学戦とで、やっつけられた人を指導して行くべき人々が、多々スパイをして居た。考へただけでもスパイの力が、大したこの戦争に影響を与へたと思ふ。空襲はスパイでやっつけられ、また、軍艦が港を出たかと思へば沈められる。これもスパイ。ついに敗戦。本当に日本が負ければ良いと思ってしたスパイはないと思ふ。あるにしても少ないことでせう。自分の苦しまぎれした人が多いじゃないかと思ふ。日本の艦艇の発表を見て泣かずにはをれなかった。ないとほぼ同じではないか、あれであって戦争をするなんて情ない事である。「なべ」「かま」一つづつ残してまでもこう云う状態だったら出したのに、これも政府がおしへればよかったと思う。
一、動員の甲斐なくして今の現實、學業を捨てて、動員、生産工場に馳せ参ず。この戦争が、歴史の花を飾ると戦勝後の夢を見ては、辛さ、苦しさも戦勝後の夢を見ては、辛さ、苦しさも忘れ微笑み乍ながら職場を守った。
　學校は卒業できるかも知れないが、これで中等教育を受けた人とは、思はれない。でも戦勝後でしたらば末だしも、授業はしなかった。そのかわり動員でなんと勝利の日には、兵隊さんばかりではなく、私達も少しは自慢出来たものを。が、敗戦、情けない。
一、軍需工場で本当に汗を流し、朝からタまで、働き通した人が少なかったと思ふ。又、工場の上に立つ人で、兵器を政府に売るのであるが金は安い。「オシヤカ」などちょっと直せば良いものを政府は出さず、別の所へ高い値で売った所もあるとの事、工場でも一生懸命でなかった。
一、特攻隊は多くても、飛行機が足りなかった。人があまったところで飛行機がない。國民が兵器をつくれなかったともいへよう。
　以上述べた如く、私の思った通り書き記して見ましたが、思違いをしてゐる所もあると思ひます。敗戦ですからして、悪口ばかり見えて悪口ばかり書きつづりましたから、先生どうか誰にも言はずお願い致します。
　終戦にあたりて思ふ

　四年東組　ＴＫ

一、交戦ここに四年大東亜戦争は、遂に終結を告げたのである。昭和二十年八月十五日、天皇陛下には、おんみずから一億民草につげさせ給ふた。われらの恐懼、われらの感激、唯々滂沱たる涙を禁ぢ得なかった。われわれは、皇国の必勝を信じ、大東亜建設の大理想は確立せらるる事を信じてゐた。だが、遂にポツダム宣言を受諾するに至った。残念である。無念である。誰が悲憤の涙をながさざる。

二、しかし、我々は悲憤、痛憤、これ等を乗りこえて、新日本設建に邁進しなければならない、天皇隆下は、大詔を下し給ひ、一億民草の上を昭示し、給ふたのである。陛下の御慈しみの程、感泣の外はない。われらは、大御心を捧じ、あくまで国体護持.国難を突破して、大御心に應へ奉らなければならない。

三、終結にあたり、われらは歩んで来た過去を振り返って、一億民草一人一人がはたして戦争を勝ち抜くだけの努力を、萬身の力をつくし得たであろうか。一例を上げると「イ」直接お國のお役に立つ、兵器増産に筆をなげうって出動した動員學徒の勇み立ったその意気、その力をとり入れ、会社職場では、充分はたさせてくれただろうか。「口」入って来た材料を、勝ち抜くための兵器に使っただろうか。「ハ」「一機でも多く飛行機を作るために、アルミ缶を供出して下さい。」と政席は、さかんに言った。

だが、どこの家庭でも一銭も残らずに出したでしょうか。又、作る杜会では、まだ使えそうな物もそこらへ捨てはしなかっただろうか。過去を振り返って見るつどに萬感胸にせまる。

四、戦争の罪は一億民草一人一人にあると思ふ。だが、過ぎし日の事を、くよくよせず、遙かに遠い苦難の途を、われわれは如何なる事態に、立ちいたるとも、国内一致し、相扶け合ひあらゆる困難を乗りこえて、一路皇国興隆に邁進しなければならぬ。

五、聯合軍内地進駐は、聖断の日以来、覚悟はして居たが、一戸町、しかも本校の隣に駐屯と聞いた時は、やはり、一抹の乱れを心に覚え深い感慨を禁じ得ない物があった。今こそ、大和撫子のしとやかな中にも、りんとした態度をあらわす絶好の機会だと思ふ。あくまでも、きぜんたる態度をとりたい。

七、敗戦の痛手は、いかに深くとも、寛闊にして大乗的な心を失はず、不撓不屈、國威恢復を目指して頑張るならば、眼に見えぬ勝利は、必ず頭上に輝くと思う。

八、悲憤の涙を拭い、痛恨の至清を國内建設にむけ、世界の進軍に遅れないよう、一億民草にあたえられた重大使命をなしとげなければならない。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＫＧ

一、戦し日本の戦力の少ないのに、今更に分かり情なく思ふ。又敗戦して、このやうに生きて居られやうとは思はなかった。

二、前々から、雑誌や新聞でアメリカは、全々人情といふものはなく、まるで人でないやうに聞かれてゐたので、この間進駐して来た米兵を非常に恐れ、家では進駐してくると云ふのでガラスにはみんな紙をはり、晝間でも鍵をかけたりしてゐた。

　だが今、アメリカ兵、夕方寮に帰る途中道路で遊んでゐた子供と縄跳びを「ワン、ツウ、スリ、ワン、ツウ、スリ。」と、してゐた。最後に「つな引」もしてゐた。その子供等はどんな気持で遊んでゐるだろうと自分ながら嬉しい気持がした。

三、二、三日前の新聞に米、綿花の輸入が許されたのをみて、アメリカを有難く迄思った。

四、台湾、朝鮮、樺太、満州を占領され、更に本土にまで進駐されてるのは、ほんとうに口惜しいが、無條件なので仕方がない。朝鮮や樺太の人達が、ロシヤのためにいぢめられてゐるのは、なんとかならないものかと、私の家でも台湾、樺太、満洲方面に行ってゐるので何時も思ふ。

　朝鮮の如きは、ロシヤの領分の方は、ひどく苛められ、アメリカの方ならば好いといふ情況、アメリカの愛情を有難く思ふ。

五、勝利の一念であったが、動員生活七ヶ月長いやうで短い月日であったが、

後の五ヶ月で卒業と思ふとほんとうに情けなく思ふ。

　終戦二当リテ思ふ

　四年東組　ＹＫ

　空は一点の曇もなく、日はまぶしく照り輝いて、清く澄み渡ってゐた青空。ああ忘れもせぬ、八月十五日の正午突然の放送日本国民の自暴自失、夢にもおもはなかった。降伏とは口惜しく涙がほおつたった。ふり返ってみますれば、あれからもう早や二ヶ月夢のように過ぎてしまった。思いもよらなかった。二戸に米兵進駐して來た。雨の中の校長先生のお話、一言ももらさず聞いた。

　これからまだまだ茨の道だ。再建日本と呼ばれているけど、私はさう言葉のやうに簡単に行くものではないと思ふ。

　今迄は勝利の日本を夢に描きながら頑張って来たけれど、その夢もはかなく終わってしまった。

　何によりの食糧困難、上野駅でふらふらして、今にも死にさうにしてとぽとぼと歩いて食糧せがんで居る可哀想な羅災者の方達、この冬をどうゆう風にして凌ぐのであろうか!

　一刻も早く、救ってやれないだろうか!と誰れもが思ってゐるのであろう。アメリカに何んど言われたって、私達は口答えは無論許されない。これは敗戦国の悲しさだが、今迄アメリカの晴け一つで命をつないで居る事が出来るだけでも幸福だと思ふ。噂に聞けば北鮮の方に住んで居た日本の方達は、どんなにロシヤに咎められて死んで行ったか想像以上だと言っている。

　でもこれからどんな風にされるかわからないが、生きるか死ぬかはアメリカの考へ一つで、私達はどんなにあせったってどうする事も出来ず、自分は自分の学問、食糧、仕事に冷静着々とやって行かなければいけないと思ふ。

　教室や部屋等にも、宮城御眞影を掲げる事も出来ず、集団徒行や軍団主義と思はる今迄のこと、一切出来ない惨めさ。国民の苦しい生活、食糧不足の上に、今年も、この雨で状態子想ガタ落ちし、本当に来年は餓死する人が多く出る事だろう。畑仕事たのむにも、穀物や衣服を与えないと手伝ひに来てくれないし、物々交換や闇は一向消えさうもない、いや去年よりは今年と云ふやうに食糧不足なので、物々交換、闇は増加するばかりだ。

教育のない物資の少ない日本。どうみても科學の勝ってゐる資源の多い国に負けるに決まってゐる。

　大東亜戦争は、聯合国の原子爆弾使用により、遂に日本国の惨敗となった。日本国民よ!日本は敗けた。科學戦だ大いに科學に力をつけよう。しっかり胸に刻め、再建日本の為、平和確立の為、力を盡さう。

　終戦に當て思ふ

　四年東組　ＫＫ

一、　敗戦國となって、どんなに苦しくつらい生活をしなければならないかと、ドイツ、イタリアの話を聞いて居るので、おそろしがってゐたが案外静かなのに驚いた。

二、もう日本は負けたので、女學校なんかに入らなくてもいいんだ等と言ふ人があったが、誠に憤慨に絶えない。これからの私達は將来母となる身が無智では、どうして教育が國体護持の念が植えつけられるかと思ふ。

三、何時かの新聞に出てゐたが、上野駅の浮浪人が多いといってゐたが、それを救ってくれる人は居ないだろうか。ああして新聞にまで出してゐながら、役人達はどうしてゐるのだろう。一日も早く収容して食糧、衣服等何かにお世話してやったらいいのにと思ふ。

四、全國民が多いに期待した東久迩首相宮も総辞職、期待すればするほど又その悲しみも多い。

五、マッカーサー司令が、だんだんと厳しくなって來たこ天皇制を廃止するとか、集団行動は認めないとか、神道はいけないとか、だんだんひどくなって来る。

六、スターリンは、日本が再び起てないやうにすると言ってゐたが、蒋介石はまた日本と仲良くしようと言つたさうだが蒋介石は偉いと思つた。

七、盛岡では、行列を作って歩いてゐると進駐軍が並ぶなと言ふさうだ。そして歩く時に喋りながら歩けと言ったさうだが、そんなことから自由主義の思想を沁みつけて行く気だらうと思ふ。

八、アメリカ人の合理的なこと、禮儀正しいことなんか、世間の人に評判がよい。やっぱり文明國だけあると思ふ。

九、食糧が切迫して来た、色々と研究してゐる様だ。ドングリや草木の葉等色々とあらゆる方面から見て食べられる物は、一葉も残さない様にして足りない所を補はねばならぬ。

十、戦争が終わったら、若い女の人達が髪をかざったり、東京の方面ではスカート等をはいて歩いてゐる人があるさうだが、私はますます服装はきちっとしてゐなければならないと思ふ。

十一、イギリスやソビエト、支那等が進駐するやうな新聞だったが、アメリカは良いとゐっているが、外の方はどんなにするか、それらは進駐しなければ良いと思ってゐる。

十二、サポタージュなんて、ほんとにどうしてやるのだろうと思ふ。上野高女、第三高等学校はどんな理由があって、サポタージュをやるほどの深い理由があるかと考へされられる。

十三、今日本では闇がたいへんだが、これがだんだんに高くなるばかりだが、このままで行ったら、ほんとにお金のもたない所は、何も買へないでほんとに餓死しなければならないと思ふ。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＳＳ

　「敗戦」誰が此の事を夢にも思ったらう。「あっ」とうとう正義の國日本は負けた。私は八月十五日の正午の放送ははつきり聞かなかつた。けれども敗戦に実際あたって見て自分は次の様に思った。

一、「敗戦」日本は、あの憎らしいアメリカに負けた。といふ事を聞き、初は嘘だとしか考えられなかった。だが事実だといふことがわかつた時の悔しさ、悲しさ、今だにはつきり眼の前に見える様だ。

　人の話だと飛行機なんかも澤山あつたやうな話だつたし、本土決戦本土決戦といふものだから、まだまだだらうと思つていた矢先敗けたものだから、自分は何故に日本は負けたのだらうかと思つた。

二、負けたと言ふのを聞いたら、一体これから自分達は、どんなにされるのだらうと思ひ心細くもなつた。

三、「敗戦」となつたら、いろんな言葉が口をついて出てくるようだ、誰が悪いとか、かうしなかつたのが悪いとか何とか言ふがこれも敗戦となつたから言ふ愚痴で、勝つたのなら、こんな愚痴は一言も言わず、どの人を見てもニコニコ顔だつたらうと思ふ。

四、此の大東亜戦争は、まだ十年早かつたとか、東條さんのために負けたとか言ふのをよく聞くが、なるほど東條さんが悪いかも知れない。けれども、誰が悪いといふよりも日本國民全部の力がたりなかつたこと、科學の力が足りなかつたこと、兵器を作る物がなかつたこと、等ぢゃないかと思ふ。「ああ、とうとう日本は、負けたのだなあ」と眼の前に見せつけられるのは、なんといつても、こんな小さな一戸町にまでアメリカ兵が駐屯している事だ。

　まさかこんな一戸までは...と友達と話し合つて居たのが、現に目の前を米国兵が歩いているのだ。始めは「アメリカ兵とは一体、どんな者であろうか」といふ好奇心にかられた反面、また、非常に恐ろしいアメリカ兵を見ると、食ひ付きつかれさうにも感じたおろか者の自分だつた。今、考へてみると、あの時、どうして、あんなに思つたことだろう。と、思ふと不思議でならない。

六、食糧が、足らぬ足らぬと言つている今日、二回もの雨風で田畑はよほど荒らされたと思ふ。家の田も、もう一回位、雨が降ったら流されていた事だらう。でもからうじて流されずにすんだ。敗戦国として見られる事は、食糧が欠乏して餓死する事だ。でも昨日あたりの新聞を見ると、餓死は、まぬがれるとあつた。ほんたうに餓死はまぬがれるとよいが...と祈つている。

七、各々、学校の柔道、剣道、武道は廃止、又、途上の軍隊的に歩くことも、敬禮も廃止になつた。これから、どんどんこんな命令が発せられると思ふ。

八、今まで取つた松の根とか何かといふものは、これからどうなることだらう。

九、新聞を見ると、フィリピンでは日本軍が、乱暴した事が書いてあった。今まで國民には、こんなことを何故に、隠していたのだらうか負けたとなつたら、でかでかと紙上に出る様になつた。自分達と同じ同胞が、南方でこんな事をして居るのかと、思つたら晴けなくなり、又、同じ日本人でありながら、大和男子とか、神の國とか言ひながら、どうして、又、こんな乱暴をしてくれたのだらうか。と思つた。新聞に出ているのは、大げさに書いたのだとしか思はれない。比の間の新聞では、全警察部長は罷免せられた旨発表になつた。武装解除は、させられたので、ますますもつて日本の立場は苦しくなると思ふ。又、復員軍人がたくさんあり、これからますます食糧が欠乏することと思ふ。

　けれども私達は、先生の教えを良く守り、新日本建設に邁進する費悟である。

　終戦に当たりて思ふ

　四年東組　ＡＳ

　遂に聖断は下された。昭和二十年八月十五日!!あの日あの瞬時どうして忘れられやう

　夢にも思ってゐなかった終戦の御詔書

唯呆然として流れ出る涙を禁じ得なかった。だがこれも大和民族に尊い天からの試練ではなからうか?今までどんな苦難も唯「勝ち抜く為にしと自分の心を励ましながら、ここまで来た。しかし、聖断下されるや、一時に落膽し死んだ方がどんなに良かったらうと思った。又何のために働くのやら、なんのために暮らして行っていいやらその目的さへ分からず、唯口から出るのは「残念だ」、「口惜しい」、「憎らしい」だけだった。しかし再び詔書を読み返して見ると…ああ何て私は馬鹿だったらう。国賊だった・・陛下はしっかりと戒めていらっしゃるではないか?

　かうしては居られぬ。私達は祖先から受けついだ皇國三千年の傳統的歴史を有してゐる、この國家再健に進まねばならないのだ!!暗い最底で明るい光を見つけた悦びだった。

　これから進むべき道は再建の道、復興の道。

　そして棘の道である。頭上をば敵、グラマンが勝ち誇り悠々として飛び廻ってゐるではないか?ああ敗戦國の悲しさよ。聯合軍が遂に本土に上陸し、神国日本は残念にもマッカーサー指揮となった。

　九月中旬本縣盛岡にも進駐し、十七日には思ひがけなくも、一戸にも進駐と聞き私達は足に火がついた様に唯恐しいと罵り合ふだけだった。米鬼悪魔と呼んでゐた米兵

　それは明日一戸にも進駐して来るのだ。もう戦ひに敗れただけではないのだ。町を歩く米兵。それに寄り集まって見てゐるその人は…かつて文明国として世界に名をとどろかせた日本人、大和民族ではないか?

　ああ情ない。敗戦国の悲しさが痛切に感じる一日一日と時局は切迫して来る。最近の新聞紙上の上野に於ける我等の同胞の有様…

　花の都として世界に一.二を数へたあの東京…

　青年の憧れる東京。それが僅か二年有余にしてすっかり灰と化し、あのやうになったのかと思ふと哭くにも哭けなかった。又、何時かの新聞では、畏れおほくも日本の天皇陛下をなくしてはといふやうなことを宣教師が言ってゐるではないか?私達が敗戦國になっても毎日無事暮らしてゐるのもみんな陛下の御陰ではないか、我が國の歴史始まって以来天皇廃止等は考えるだけに畏れ多いことである。私達はどんなに苦しんでも天皇陛下が我々を共にいらっしゃると思ふと苦しいことも我慢して働くことが出来る。無條件降服といへどもこれだけはどんなことがあっても私達は大反対である。

　しかし戦いに於いて敗れたりといへども、あの特攻隊の烈々たる「七生報國」の決意は我々が祖先よりこれを受けついだのであるから、永久に子孫に伝え俺へる重大な責務があるのだ!!

　私達は自由の國にならうとも「再興の日」を心に描きながら唯ひたすらに大和撫子。日本女性たるべき修養を積み、堪え難きを忍んで明るい生活をつづけて行くのみである。

　終戦にあたりて思ふ

　四年東組　ＭＳ

　大東亜戦争も、とうとう終結しました。

今まで一度も負けた事のない、この日本が負けてしまったのです。

　私達が苦労したのも水の泡になりました。米兵の進駐の為、自分の學校から離れた隣りの國民学校に行って、勉強しなければならなくなったのも、敗戦の為であります。

　これからは私達の茨の道であります。これから先は、どんな苦労が私達を待って居ることでせう。この苦しみに勝ち抜いて、新日本再建と新発足と云ふ新たなる使命の下に、あらゆる困難を耐へなければなりません。

　八月十五日、午後からは、何も仕事が手につきませんでした。頭がぼんやりし、悔しさで泣くにも泣けなくなりました。これからは、食糧がどんなに困難になるだろうと思ふと、卒業後も大いに食糧増産に頑張りたいと思って居りますが、未だどうなるか、はっきりわかりません。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＥＴ

　私達國民で或る以上、忘るる事の出来なかったあの十二月八日。勅を拝し給ひてより、早や四年有余に於いて我々國民の力の足りなかった為、つひに八月十五

日旨って開國以来誰一人として十五日の如く悲通の感を味った者があらうか。大東亜戦始って以来、八月十五日迄と言ふものが國民皆必勝の信念を念頭に生産へ増産へと働んで来た。其の生産戦士の一人として去年の十月より学徒動員で盛岡の工機部に入社する事になった。校長先生より動員につひての御訓話があった時の気持又入社式の時態度たるや、まったくどこかに嚴粛さが漂って居た。國民服に純白の袴又純白の鉢巻をして市中を堂々と行進して行った時の気持等が、今なほ目の前にまざまざと想ひ出される。入所して一ヶ月間は養成所に入り、色々主に鍼道一搬の事について養成をされた。さうして一ヶ月すぎると一週間に一辺火曜日だけ懐かしの学校へ行って授業をするのであった。あのたった六時間の時間ではあったけれど、どれほど私達にとっては貴重な時間であったか分からない。仕事は各職場に分かれた。私は塗工職場であった。職場内に一歩ふみ入れると鼻

を突くあの変んな匂い。始はもう鼻をつまみつまみしたくてたまらなかったけれど、だんだん日が経つにつれてもう何んでも無くなってしまった。学徒の目的とする仕事はあまり詳しく話されないが、海軍の飛行機の落下タンクを作るのであった。其の出来上がったのに内部塗り、外部塗り、部分塗り、写色にあるが、これ等の仕事が私たちの仕事であった。もう八時から五時まで一日何箇と割り当てられ何月から何月まで計何箇と言ふやうに統計をとるので、ほんとに油断は出来ない。又、ガスを入れて見て、もるのはこれ又一番いけないので何辺も何辺も試験をして見て、一箇も不合格を出さぬ様にと努力をした。さうして出来上って第一回を送り出さうとして、荷作りをしておいたら其の晩突然の三月十日の盛岡初めての空襲。すっかり今迄苦心して作ったのが一笛ものこらず焼かれてしまった。其の時の悔しいたるや誰れしも米英に敵愾心を持たぬものはなかった。歯を喰いしばった。泣いた事が忘れる事が出来ない。其れから又勇気を取戻して今迄の分を補おうとしたけれど、材料も皆んな焼いてしまったので、型から何にまで出来なければ気ばかりあせっても、どうする事も出来なかった。其れ以来ほんの少しだけ。ぽつぽつと作り出して居ても、ひまでひまで何んのために筆を投げ捨て、動員に来て居るのか分からなくなった。さうしてただ日々を芒然として送って居る中に八月十日の盛岡二回目の空襲にも又戦災を被ってしまった。まったく何んと言ってよいやらどうしてよいやらと毎日暗くなって行くばかりてあった。此の様な状態なので工員さん達も仕事がなくなり、一切不足して居るのにひまなもんだから内職を始める。又、缺勤者が殖える農繁期休業となると、もう大部分休むと行った様な状態。又、空襲が烈しくなると職場を守るべきはずのが、もう自分家の方が心配で工場へかけつけるものも少くなり、今反省して見るとまったく勝利を得る事が出来ないのも當前と言へないわけもない様な所もあったと思います。八月十五日午後畏くも天皇陛下の玉音放送を耳にしただただ感泣に咽んだ。次の日、工場へ行くと書類焼きに手伝ったり、又、其の他色々整理して負けたので退場式もせず解除になった。折角今迄筆を捨て、血や汗を流して作った事等は、此の敗戦に当っても何んにも役にたた無くなった。これから何にをしてどうゆうふうにしてよいのやらまったく途方に暮れてしまった。でも天皇の御示にしたがひ、これからの新日本建設に前進する様に努めます。日に日に敗戦國のつらさが身にしみて来た。何んでもマッカァーサー指令によって行動を取らなければならぬのか。天皇制廃止とか等とまったく情けなくなる次第である。ましてや若櫻として散って行った特攻隊の方にや又、戦災を被った人達はどんなであらう。私達此の人達に対して感謝しなければならぬ。そして此の新日本を背負べき私達、一日一日をしっかりして暮して必ず必ず今迄以上の強い強い日本國を築き上げる事をお誓い致します。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＴＴ

一、敗戦國となった我々は、苦難と戦ひ抜き、新日本建設の爲努力して行きたいと思ふ。

二、今までも立派な人が、澤山でてるけれど、明治維新の時出た様な立派な人と教養のある日本人が澤山出てほしいと思ふ。

三、マッカーサー司令により、畏き極りない話でありますけれど、天皇を廃止と云ふ事を新聞記事でみせつけられ、我々、憤概に絶えない。一天萬上の君が、マッカーサーを訪問したと云ふ事が、記してあるのを見て、敗戦となったのであるから恐れ多いながら、仕方がないと思っゐたが、ましてや天皇を廃止といふ記事を見て、胸を打たれ、なんともあわれない感がする。

四、宮城の御寫眞を大事にかざってあるのを拝んではならないのと、次第にくるしみがまして行くようである。

五、国家的のものが、だんだん民主主義に変じるじゃないかと思ふ。

六、今までも配給で物を頂いて来たが、敗戦でなかったら、こんな餓死者が出来る様なことがなかったであろうに。何万と云ふ餓死者が出る事を聞き百姓以外の人は、死ななければならなくなったなあと思った。

七、我々は、寒い冬をどうか過ごして、行けると思ふが、羅災となり、物を焼かれた人達がどうして過ごして行くのであろうかと、身の上まで考へさせられる。

八、今までよけい歩かなかったが、敗戦となってから、兵隊から、軍需工場からと、澤山と、今帰って来て、就職がない爲、困って居る、もし勝利となったら、自分のすきな仕事をしていたと思うが、思ったように仕事の出来ないのも敗戦になったからだと思ふ。

九、軍需品を運ぶ爲、客車より貨物と云ふて貨物を多く走らせ、客車は何時間も遅れくれて、歩いた人がゐる。切符を買ふ爲に、朝二時か三時に起きて行き、それでようやく買った。

　これも勝つまではと思って我慢して来た。

十、学徒も軍需工場へと、私達も動員されただが、仕事をすこしやると無くなる。學徒までさせる位なら、どんどんと物資が来て精一杯働かせるといいなと思った。空襲が日増しにはげしくなるのに、いい事はないと思っていたらこう云う様になった。

十一、動員されているうちは、勉強が出来ないので解除になったら勉強が出来るだろうと思っていたが、米進駐軍の爲本校で出来なくなった。

一二、でも四時間勉強してはいるけれど、国民学校を間借りしての勉強である。近くに立派な校舎、私達の入る学校があるのに勉強の出来ない事を残念に思ふ。

十三、十二時にサイレンが鳴る。すると米自動車が音なしにやって来る

時が多い。いかにも時間的にうるさいかなあと思う

十四、今までの場合ですと、左側通行で歩調を取る様にきちんと並んで歩くのが常なのでしたが、軍隊向きの事がやられなくなった。今まできちんと並んで歩いたが、少し崩れるとだらしがなくなったように思われてならない

十五、今までなら、誰も恐るべき人が通っていなかったが、進駐軍が、何となく恐ろしい気持がして道を歩かれなくなった。

　終戦にあたり手思ふ

　四年東組　ＳＤ

　一五日の放送を拝聞し、たゞたゞ胸を刺される思ひがして、どうしてそれが本當とは信じられなく嘘のような気がして、どうしても戦争が終わったのだとは思はれなかった。

　でも道を歩く人々、家に来る人々は、みんな「困った困った」と戦争の終った話等をするので、いくらかは私も目が覚めた。そして、それからずっと、ラジオや新聞を見るにつけ、それが本当である事が自分の身に泌み、これからどうして行くのか考えるにつけ、口惜しいやら、悲しいやら、なんと云ってよいのか、自分にもわからなかった。

　それから間もなく鈴木内閣の総辞職本当にこんどはどなたが総理大臣になさるかなど思ふにつけ、私のような者でも「國の前途」が安じられて仕方がなく、今迄の歴史には、「三千年の皇紀ある歴史を持ちながら、わが國は一度も國威に傷つけられた事はありません」と学校でよくよく学んだ。これから後の子孫達は、どんな歴史を学ぶのかと思ひ、これから先の人達に申し訳なく又我々の祖先に対しても申訳なく何と云ってよいのやら、わからなく頭は、もうぼうとして仕事が手につかなかった。それから後、東久迩の宮様が総理大臣となされ、なんとなくあたり前の大臣よりも宮様と聞き、なんとなく心強く感じた。それから間もなく八月二十八日米軍上陸ときまり、敗戦國として、こんな事があたりまえであるのかと色々思われた。横濱あたりでは、相当女の人にいたずらしていると聞き、もう米軍はいやでいやでたまらなかった。

　友達と集まるとその話ばかりて、もし一戸に来て、そんなまねをしたらもう手取早く自殺するなんて、そんな話ばかにしていたら、もう九月一八日、一戸にも五十名進駐となり夢にも一戸へは来なからうと思っていたら、もう来るのかと思っただけでも命が五寸も一尺もちぢまる思ひがしました。

　いよいよ十八日、一戸に進駐となり、その日は一日雨降りでしたので家の者が今日は「米軍がくるので、泣き雨がふって晴れない」と云っていましたので、私も全くその通りと思いました。

　十二時で来ると聞いたので、もうどこの家でも鍵をかけ、カーテンを引いて道を歩く人は一人もいない。いつもにない淋しい一戸になり、それから五日ばかりもそのような淋しい一戸が続いた。もう人々は一戸の進駐軍はとてもよい人ばかりだと評判になったら、もうみんな出て歩いていたので、私も一週問位して家のふし穴から米兵の通るのを見たら、やっぱり日本人と違っていたので、いくら大人しくしていても憎らしくてしようがありませんでした。それから、米兵が進駐した為、私達は不自由な国民学校をおかりして勉強する事になり、私達は、なんとか国民学校でもいいのに國民学校の生徒は、可愛相に不自由な女学校で勉強することになり、どっちでも不自由な思いをして、本当にこれもアメリカの兵隊のお陰なので早く帰るとよいと思いました。それから又ニカ月にもならぬ中に、もう総理大臣の総辞職、本当にもう何もかも云いようがありません。今度は幣原総理大臣となり又、間もなく憲法も改正になり、今迄は日本は帝国主義であったのが、今度は自由主義となるような人の話もあるので、私達の力では、どうしようもなかろうと諦めるより仕様がなかった。

　又十月十四日の新聞に、これ迄も日本には、見る事の出来なかったことで、女にも、満二十才以上の人には選挙権のある事等があったのでやっぱり日本にも今迄とは、ずっと違って米英思想になっていく事が、このような事からもわかり、私達女性もよっぽど今迄より一層しっかりして、再建日本の為つくさなければならないとおもひます。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＹＮ

　戦争は数多の悲劇を作った。
　中でも戦災の廃墟に慈しみ、両親、兄妹の愛を奪はれて、急に孤児になった子供達が相当に居るようだ。昨日の新聞には上野駅の浮浪者の悲劇眞に極りないことだ。一体政府はどうしたのだろうと我々は思ふ

　明治時代の英雄大久保利通、木戸孝充等と言う人達が出て、早く此の世を治めてくれたなら、東京の市街等に、浮浪者達が彷まよう事は無かったであろう。又六日の新聞にはマッカーサー司令部では、突如、日本政府に對して総務大臣警視総監並に、全國各道府懸警部長の罷免を要求すると共に、一切の思想取締法令の廃止を要求する、指令を発した。このやうな事は、日本政府に對する二回目の政治的命令である。此の命令は、日本政治の心臓を突刺されたわけだ。

　敗戦國である我々には、何んとも、生かし方が無い。これも、果して一億民草が一心になったか。

　日本は外交科學が発展して居たであろうか。

　其れがために、我々は堪へ難きを忍んで、再新日本の茨の道を踏まなければならない。明治天皇陛下から下された五箇條の御誓文を、破ったがため此の終戦の悲しみを見るに到つたのであると私は思ふ。

　終戦に當りて思ふ。

　四年東組　ＡＢ

一、畏くも民草想ふ玉音を拝聴する感激と悲憤、滂沱として出る涙をどうする事も出来なかった。

一、十五日のあの悲しみを誰か想うたであろうか。十三日も十四日も否十五日の正午まで勝利の日を信じ黙々と力の限り職務に励んだのだった。それでもまだ力が足らなかったのかと反省するに遠く、仙台に行き學徒としての務を完全にはたしたかと思うに登校する一、二カ月は材料がないと言ひ、我々學徒は何をすればよいかと呆然と過した。

　全國の各軍需工場、皆、こんなに材料がない状態だったらどうする事だろうと疑間をもったが、まさかこんな事になろうとは想像もつかなかった。

一、我々は大東亜共栄圏建設と言ふ大きな目的と前途への希望を持ち、学徒としての誇りを持って働いたのが、広島を襲うた原子爆弾ソ聯の突如の参戦が我々の希望を奪ひ去ったのだ。

　戦争をするには物量、科学、精神の三つが完全に一致しなければ勝つ事が絶対不可能なりと思った。

　今は平和愛好国となったらうが、何時かは機会もあらう、その時までにはこれを完備したいと思ふ。

一、今更に米國の物量の豊富なのに驚いた。殊に鋼鉄、石油石炭、食糧の豊富なのに比べ我が國の物量の劣っているのを知った。

一、又米国の科学や工業技術の進歩して居るのを痛切に感じ、我が國も今後科学を研究し、科学の向上をはかり、世界科学のリズムに遅れぬ様、進歩しなければならないと思ふ。

一、終戦となり、進駐軍を迎へ我々と接する機会が多くなってゐるが、我々の生活と比較してみて能率的、清潔、時間厳守等優れた所は大いに学びたいと思ふ。

一、「後は頼む」「後に続け」と笑って神と化した特攻隊十万の忠霊に対して深く反省させられ申しわけないと思ふ。

一、だんだん法律とか規則のやうなものも改正となり我々の歩む茨の道も日々重なるであろうが、我々は如何なる苦難も忍び、堪へ難きを堪へ、勉学に努め教養を高め、再び大國として並び得る様努力したいと思ふ。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＮＨ

　ああ忘れもせぬ八月十五日正午。

　苟しくも聖上天皇御身ら、大東亜戦争終結の詔書を御録音に依って一億の民に告がせ給ふた日。なんだか変だと一度は耳をうたがったりした。昨日迄は毎日毎日警戒警報だ空襲だと何時も落ち着いて屠る時はなかったが今日はいや今日からはアメリカの指図を受けなければならぬ。なんだかうその様だった。

　けれども、本國には終戦と共に米軍の進駐。進駐軍に対しての注意事項は、新聞で見又学校でいろいろ聞いた。その中でも隊を横断するな。追いこすな。此れを反くと、其の場で重殺などと、いかにも敗戦といふことが感じられる。進駐と云っても大中都市だけかと、思って居たら、こんな小さな二戸にも進駐、しかも營舎は、隣の試験場。そのためこんな立派な学校があるのに、その校舎で学ぶことが出来ない。ほんとうに、情けない、、此の間アメリカの大佐が二戸に来る時、國民学校の生徒達は、みんな米國の旗を作って、駅まで迎へに行ったさうです。その時アメリカの自動車が前を通る時は、わぁーと旗を振って迎へたそうですが、通り過ぎてから、「馬鹿野郎」と云ったそうです。そして家迄帰る途中、みんな旗を破って竹の棒だけ持って帰ったそうです。本當に無理もないことだと大人の人達が語って居ました。けれども、いくらアメリカが私達の仇と云っても学ぶべき点が、相當あると思ふ。今此の時を機会として、新文化國の基礎を作り上げ新日本を築き上げなければならぬ。その為には此れからの母と云う人は、重大な責任があると思ふ。又良妻賢母でなければならぬと思ふ。

　終戦に當たりて思ふ

　四年東組　ＭＨ

　正義の為にと、競ひ立った大東亜戦も悲しい終末を見るに至りまして早ニカ月の時は去り、國家再建を目ざし苦悩に充ちた進運が展開されて居ります。帝國の輝かしき勝利を信じつつ、如何なる困苦にもめげず、勤労に精進して参りました。

　私達は、大詔を寝耳に水と拝聴し、一時、茫然自失あふれいづる涙と共に、夢幻の境をさまよひました。そして、皇國の一礎石となる事に、無上の喜びを感じて、悠久の大義に準ぜられた方々を思ひ、将来への、重き責務を荷ひつつ、母の背に、無心に眠る幼き寝顔を眺めては、胸も碎るばかりでございました。

　「耐へ難きを耐へ、忍び難きを忍べ、」と仰せられた御辱襟拝察するだに、畏れ多き極みでございます。あの日以來、新聞は一朝にして変わってしまひ、全体主義の短所と、自由主義の長所をのみを書き立てて居ります。かつては、國家の命のままに、素直に動く統一國に、自己の意思をのみ主張するバラバラ國家と教へられ、それを是なり、と信じて來た私は、この三千年來堅持せる、封建的傅統を、打破せんとする國家の歩みを、驚異のまなこで眺めて居ります。今後私達は、肇國以來の大難路を歩まねばならぬと思ひますが、如何にけはしい苦難の道でありませうとも、決して迷う事なく、大御心のままに中心歸一の大道を、まっしぐらに精進したいと念じて居ります。

　終戦二当リテ思フ

　四年東組　ＡＹ

　精神力が養はれた。

一、科學戦にも負けたから、今より以上に文化的國家に作り上げる。

一、教養がたりないため、敗戦の結果にもなったから、もっともっと教養を高める。

一、今後、家庭教育を盛んにしなければならない。

一、学業を捨て、兵器増産に邁進した事や食料増産した事が、なんの役にもたたない様な気が致して口惜しかった。しかし、私達はこれ等のお陰で精神力が得れた。

一、初めの中は敗れた感じは致しませんでしたが、九月十九日以来、日増に敗戦國の感じが致し、九月三十日より、増々敗戦と言ふ言葉が、身にしみ敗戦の辛さが分かつてきた。

一、新聞を見るにつけ罹災、疎開児童、母子寮などが気の毒に思ふ。

一、敗戦國として変わりなく勉強出来る事など考へる時、日本に生まれた有難さがつくづくと思ふ。

一、天皇陛下御自からマッカーサーを御訪問しなければ、今日の日本の立場はだめなのかと思ひ口惜しくてならない。満洲、朝鮮など敗れた時は、今の私達と考へが同じだつたらうなあと過去を思ふ。

一、インフレを防がなければならぬ。

一、東久邇内閣総辞職と共に警察部長罷免等の影響は、私達に火がついたと仮定してよいと思ふ。

一、武道なんかを廃止させ、日本の人々をだらけさせ、又体軆を弱くしようと敵は考へておりますから、これから増々食糧増産、野外散歩に強をそそがなければならない。

一、何時かの新聞に、出ていた様に敗戦の苦しみを今後の戒めとして「辛さ、口惜しさ」を勉強に一段とむけ、第二新日本を早く作り上げたい。

　終戦に當りて思ふ

　四年東組　ＹＹ

　大和民族、日本民族にとって、忘れる事の出来ない、又信じられない、昭和二十年八月十五日、ああ遂に聖断を給ふた。皇國の必勝を信じつつ私たちが歩み來たった過去を振り返り、拭ふても拭ふても悲憤の涙は、つきなかった。科學の力が、そうさせたのだと思ふと申訳けなかった。これからはどうなる事だろうと、そればかりが心配だった。しかし、私達學徒は、ただ來るべき日に備へなければならないのだと思ったあの日は、夕日が美しく燃えて、静かに考へる私の胸をも、彩どっていた。

　ただひたすらに勝利を確信しつ、敵艦にぶつかって花と散った勇士、母の悌を偲びながら、母の名を呼びながら、敵機に体当たりした勇士、ああ日本人なればこそと。私達はあの英霊に対してなんとおわびして良いか空を見るにつけ、雲を見るにつけ、唯、磅咤たる涙を禁じ得なかった。

　あの日から、すでに一ヶ月半。良きも悪しきも復興へ復興へと皇國の護持を最後の戦として、進む民族の変化。あの日の悲しみ、驚きの涙も今は薄らいで、心身共に、これからだと落ちついた頃、私達は未だ未だと思ひ、想像しなかった米兵一戸進駐。四年間喜びも悲しみも共にした、数々の思い出ある校舎を去って、外の學校のお世話にならなければと思ふと本當に感慨無量であった。

　後半年で卒業する、私達にとって、口惜しく且又、悲しい事である。學徒として、女性としての自尊心を失はなければ、どこに居っても同じではなかったろうか、とさへ考へた。けれど進駐軍の為とあきらめなければならないと。そして又そこに敗戦の悲しみがあるのだと自分で自分へ云ひきかせた。

　終戦以来聯合國は我が國に自由主義を植えつけ様としてゐる。

　そして今民主主義の指導者たりし人が立った。日本人が私達がそれに染まらなければならないのだ。忠孝一本、又家族制度たりし我らが國が自由思想によって三千年来の歴史と共に破壊されようとしている。

　日本古来からの美徳が、自由主義によって奪はれるのではなかろうか。自由主義にも學ばなければならない点はあるかも知れないけれども、本當になんと云って良いかその言葉もわからない。日本は敗れたとは云へども、だんじて自由思想になりたくないものだと思ふけれど、しかしそれも又仕方が無い事だ。時代が変って教育も又急廻轉し自由主義に教育されやう。これからの生活は家にあると思ふ。私達は家の姿を良く心に入れて、その責をはたさなければならない。

　終戦に当たりて思ふ

　四年東組　ＨＹ

　勝利の日まで勝利の日までと、暑い日も、寒い日も、私達は、一生懸命、食糧増産、兵器増産に、全身全霊を打込んだ。敗戦國なってみると、戦勝の見込がないのにだまされて働いた様な気がして、不満で生がなかった。私の不満を姉に話すと、働く程楽しい事はない。と聞かされて、なる程と思ってゐます。

　毎日毎日、敗戦の悲しさが目に見えてます。

　三千年来の歴史も絶え、これからは、世界に類のない文化國とならなければ再生日本を建設する事は出来ないと思います。

　外地と言っても、ずっと南に居る日本の兵隊さんの使ってゐる兵器は、二十年も科学の後れてゐる兵器だと言ふ事です。

　敗戦國になってから何もかもみな、日本の物量のないのが分った事でしょう。

　米國では、母親が、あんまり、子どもを育てるのに無関心だと言ふのも、終戦前に聞きましたが、それも、一部部分であると思ひます。それを日本では、悪く宣傳した為、本当にその通りと計り思い込んでました。

　米兵が、進駐してから、あちこちで聞く話は、お母さんに「会ひ」たがってゐるといふ事を聞くと、宣傳のおそろしさが現れてきます。

　毎日毎日の新聞を見ると、とても米國を、ほめてゐる記事ばかり見られます。

　鬼畜米兵とまで思って居った米兵。

　インテリが多くて単純だから、どこへ行っても気軽な態度をして居ります。日本の将兵には、教養のない将兵が多いのが残念です。これもやはり、文化の後れているのを意味するのでせう。

　正義で頑張って来た日本が負ける等とは、これはきっと、神様が勝利を与えて下さるのを、違ひはしないかと、もう一度、戦争すればよいと思った事もありました。

　日本人には野蠻心があった為、その野蠻心を治させようとお思ひになって勝利を向ふへ与えて下さったのでせうか。

　三大強國の一つに数へられて居った日本が、三大強國から、下落してしまひました。

　文化の進んだ國に早くなりたいと思ひます。

　終戦前には、女子も男と変りなく、化けた男の様になりましたが、これからは、私達は、良き女性となって婦徳の美を磨き、そして、良妻賢母になって、将来に役立つ立派な女性になろうと今心がけて居ります。
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